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の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
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い
て

野
々
村
　
　
　
和
　
喜

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
近
時
日
本
で
も
大
き
な
関
心
を
集
め
、
す
で
に
い
く
つ
か
裁
判
例
も
現
れ
て
い
る＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
関
し
て
、
民
事
法

の
観
点
か
ら
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の＜

権
利＞

に
関
し
て
最
初
に
注
目
を
集
め
た
の
は
、G

oogle

検
索
サ
ー
ビ
ス
の
サ
ジ
ェ
ス
ト
機
能
（
利
用
者
の
検
索
効
率
を
上
げ

る
た
め
に
、
膨
大
な
検
索
履
歴
デ
ー
タ
を
基
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
入
力
途
中
で
そ
れ
を
予
測
し
、
か
つ
別
の
語
句
を
組
み
合
わ
せ
て
、
検
索

語
句
の
候
補
を
表
示
・
提
案
す
る
機
能
）
に
関
し
て
、
あ
る
個
人
名
を
入
力
し
た
際
に
、
そ
の
人
物
を
中
傷
す
る
投
稿
が
検
索
結
果
の
上
位

に
表
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
検
索
語
句
が
提
案
さ
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
当
該
人
物
がG

oogle

社
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
検
索
キ
ー
ワ
ー

ド
候
補
が
以
後
表
示
さ
れ
な
い
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
て
差
止
仮
処
分
を
申
し
立
て
、
こ
れ
が
認
容
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う）

1
（

。
さ
ら
に



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

九
七
二

民
事
救
済
と
し
て
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

三
一
二
〇

二
〇
一
四
年
頃
か
ら
は
、
サ
ジ
ェ
ス
ト
機
能
で
は
な
く
、
特
定
の
人
物
の
名
誉
な
い
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
害
す
る
内
容
を
含
ん
だ
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
お
よ
び
リ
ン
ク
先
の
内
容
の
一
部
抜
粋
（
い
わ
ゆ
る
ス
ニ
ペ
ッ
ト
）
が
検
索
結
果
と
し
て
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

当
該
人
物
が
そ
の
よ
う
な
検
索
結
果
の
不
表
示
を
求
め
た
仮
処
分
申
立
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
認
め
る
例
が
続
い
て
き
て
い
る）

2
（

。

　

こ
の
よ
う
な
救
済
に
対
す
る
要
求
の
高
ま
り
は
、
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
な
事
情
が
背
景
に
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
〇

年
代
以
降
絶
え
間
な
く
、
か
つ
急
速
に
技
術
進
歩
を
続
け
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
情
報
環
境
は
、
も
は
や
、
情
報
の
発
信
源
か
ら

不
特
定
多
数
へ
と
向
け
ら
れ
た
一
方
的
な
情
報
経
路
に
と
ど
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
い
ま
や
そ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
全
て
の
人
々
に
よ
っ
て
、
一
種
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
と
し
て
、
日
常
的
か
つ
能
動
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
（
い
わ
ゆ
るW

eb2.0

）。
人
物

に
関
す
る
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
れ
、
そ
の
人
物
に
対
し
て
能
動
的
に
評
価
を
下
す
う
え
で
の
素
材
と
な
り

得
、（
た
と
え
ば
口
コ
ミ
サ
イ
ト
の
問
題
に
と
り
わ
け
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に）

3
（

）
社
会
生
活
を
営
む
う
え
で
の
他
者
と
の
関
係
形
成
を
直
接
左

右
し
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
自
己
に
関
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
が
ネ
ッ
ト
上
に
存
在
す
る
、
あ
る
い
は
存
在
し
続
け
る
こ
と
は
、
従
来
以

上
に
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
こ
の＜
権
利＞

を
私
法
上
の
請
求
権
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
に
あ
ま
り
疑
問
を
持
た
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
な
ど
）
と
い
っ
た
表
現
行
為
者
側
に
位

置
付
け
ら
れ
る
者
な
い
し
は
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を
相
手
方
と
す
る
の
で
は
な
く
、
上
記
の
よ
う
に
、
む
し
ろ
既
存
情
報
の
利
用
面

へ
の
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
特
徴
を
見
出
す
と
き
に
は
、
少
し
前
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
議
論
を
呼
ん
で
い
る

»right to be forgotten«

と
の
共
通
性
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
後
者
は
、
二
〇
一
二
年
に
欧
州
委
員
会
が
公
表
し
た
Ｅ
Ｕ
個

人
デ
ー
タ
保
護
規
則
提
案）

4
（

に
お
い
て
世
界
に
先
駆
け
て
提
案
さ
れ
（
な
お
同
提
案
は
、
審
議
・
修
正
を
経
て
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
五
日
に

﹁
三
者
合
意
﹂
の
後
、
二
〇
一
六
年
四
月
二
七
日
に
採
択
、
同
月
五
月
四
日
に
交
付
さ
れ）

5
（

、
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日
か
ら
の
施
行
が
予
定
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一
二
一

さ
れ
て
い
る
）、
そ
の
後
の
二
〇
一
四
年
五
月
に
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
が
、
右
規
則
提
案
の
前
身
と
な
る
個
人
デ
ー
タ
保
護
に
関
す
る
Ｅ

Ｃ
指
令
（95/46/E

C

）
）
6
（

の
解
釈
を
通
じ
て
こ
れ
を
認
め
る
判
断
（
い
わ
ゆ
るG

oogle

ス
ペ
イ
ン
判
決
）
）
7
（

を
下
し
た
こ
と
で
、
一
挙
に
国
際

的
関
心
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る»right to be forgotten«

が
も
と
も
と
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
制
、
な
か
で
も
デ
ー
タ
主
体）

8
（

の
デ
ー
タ
管
理
者
に

対
す
る
消
去
権
の
展
開
で
あ
る
一
方
で
、
日
本
で
は
、
類
似
の＜

権
利＞

が
、
個
人
の
人
格
面
へ
の
干
渉
に
対
す
る
民
事
救
済
と
し
て
の
構

成
を
与
え
ら
れ
て
い
る）

9
（

。
こ
の
相
違
自
体
も
興
味
深
い
が
、
民
事
法
の
観
点
か
ら
み
て
興
味
深
い
の
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
種
の＜

権
利＞

へ

の
欲
求
が
、
自
己
の
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
表
現
そ
れ
自
体
で
は
な
し
に
、
ネ
ッ
ト
上
に
す
で
に
存
在

し
他
者
と
の
関
係
形
成
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
﹁
情
報
の
利
用
可
能
性
﹂
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実

質
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
に
対
す
る
法
的
救
済
・
利
益
保
護
の
当
否
の
判
断
が
、
別
の
個
人
の
行
為
お
よ
び
そ
れ
を
通
じ
て
追
求
さ
れ

る
利
益
と
の
間
の
衡
量
で
は
な
く
技
術
進
歩
と
そ
れ
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
社
会
的
意
義
な
い
し
効
用
に
直
接
対
峙
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
意

味
に
お
い
て
、
こ
の＜

権
利＞

を＜

私
法＞
の
枠
組
み
に
落
と
し
込
も
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
や
や
不
透
明
な
部
分
が
存
在
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る）
₁₀
（

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、Google

ス
ペ
イ
ン
判
決
に
至
る
ま
で
の»right to be forgotten«

の
経
緯
を
辿
り
、

日
本
の
議
論
の
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
で
、
日
本
で
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る＜

民
事
救
済
と
し
て
の
忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

の
意
義

に
つ
い
て
簡
単
な
検
討
を
加
え
て
み
た
い）
₁₁
（

。
な
お
本
稿
は
、
民
法
理
論
と
し
て
こ
の＜

権
利＞

の
当
否
を
論
じ
た
り
、
説
得
力
あ
る
民
法
上

の
法
律
構
成
を
与
え
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
く）
₁₂
（

、
今
後
の
議
論
の
下
準
備
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
動
向
を
や
や
引
い
た
観
点
か

ら
観
察
し
よ
う
と
い
う
に
止
ま
る
。

（
１
）　

東
京
地
決
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
三
月
一
九
日
（
未
公
表
、
毎
日
新
聞
同
月
二
五
日
付
朝
刊
）。
後
に
、
差
止
請
求
本
案
訴
訟
の
控
訴
審
（
東
京
高
判
平
成
二
六
（
二
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四
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救
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し
て
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忘
れ
ら
れ
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権
利＞

に
つ
い
て

三
一
二
二

〇
一
四
）
年
一
月
一
五
日
（
未
公
表
））
に
お
い
て
原
告
請
求
が
棄
却
さ
れ
（
同
紙
翌
日
付
朝
刊
）、
現
在
上
告
審
係
属
中
で
あ
る
。

（
２
）　

東
京
地
決
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
一
〇
月
九
日
（
未
公
表
、
日
本
経
済
新
聞
翌
日
付
朝
刊
）
が
お
そ
ら
く
最
初
の
肯
定
例
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
検
索
エ
ン
ジ

ン
事
業
者
に
対
す
る
検
索
結
果
表
示
差
止
請
求
の
事
案
は
、
確
認
し
う
る
限
り
、
原
告
会
社
名
で
検
索
を
試
み
る
と
同
社
を
﹁
悪
質
・
悪
徳
﹂
な
ど
と
評
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
掲
示
板
等
が
そ
の
概
要
と
と
も
に
検
索
結
果
と
し
て
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、Google

日
本
法
人
に
対
し
、検
索
結
果
中
の
上
記
中
傷
文
言
の
削
除
を
求
め
た
事
案
で
、

検
索
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
て
い
る
の
は
同
社
米
国
法
人
で
あ
る
と
し
て
被
告
の
削
除
義
務
を
否
定
し
た
東
京
地
判
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
一
一
月
六
日
（W

estlaw

ジ
ャ

パ
ン
文
献
番
号2009W

L
JP

C
A11068002

）
が
最
も
早
い
。
そ
の
後
、
否
定
例
が
続
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
前
記
ケ
ー
ス
を
皮
切
り
に
肯
定
例
が
現
れ
始
め
て
い
る
。
後
掲
注

（
90
）の
一
覧
も
参
照
。

（
３
）　

最
判
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
五
月
三
一
日
（
未
公
表
）
は
、
飲
食
店
口
コ
ミ
情
報
サ
イ
ト
﹃
食
べ
ロ
グ
﹄
に
お
い
て
自
店
に
対
す
る
否
定
的
コ
メ
ン
ト
を
投
稿
さ
れ
た

原
告
が
、
同
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
に
対
し
、
当
該
コ
メ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
自
店
に
関
す
る
情
報
の
掲
載
そ
の
も
の
の
差
止
め
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
（
請
求
棄
却
し
た
原
判

決
を
維
持
）。

（
４
）　E

uropean C
om

m
ission, ‘P

roposal for a R
egulation of the E

uropean P
arliam

ent and of the C
ouncil on the protection of individuals w

ith regard to 

the processing of personal data and on the free m
ovem

ent of such data （G
eneral D

ata P
rotection R

egulation

）’ C
O

M
 （2012

） 11 final （
個
人
デ
ー
タ
処

理
に
お
け
る
個
人
の
保
護
お
よ
び
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
に
関
す
る
欧
州
議
会
お
よ
び
欧
州
理
事
会
規
則
（
一
般
的
個
人
デ
ー
タ
保
護
規
則
）
提
案
）.

（
５
）　R

egulation （E
U

） 2016/679 of the E
uropean P

arliam
ent and of the C

ouncil of 27 A
pril 2016 on the protection of natural persons w

ith regard to 

the processing of personal data and on the free m
ovem

ent of such data, and repealing D
irective 95/46/E

C
 （G

eneral D
ata P

rotection R
egulation

） 

［2016

］ O
J L119/1 

（
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
お
け
る
自
然
人
の
保
護
お
よ
び
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
に
関
す
る
欧
州
議
会
お
よ
び
欧
州
理
事
会
規
則
（
一
般
的
デ
ー
タ
保

護
規
則
））.

（
６
）　

D
irective 95/46/E

C
 of th

e E
u

rop
ean

 P
arliam

en
t an

d
 of th

e C
ou

n
cil of 24 O

ctober 1995 on
 th

e p
rotection

 of in
d

ivid
u

als w
ith

 regard
 to th

e 

processing of personal data and on the free m
ovem

ent of such data ［1995
］ O

J L281/31 （
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
お
け
る
個
人
の
保
護
お
よ
び
当
該
デ
ー
タ
の
自

由
な
移
動
に
関
す
る
欧
州
議
会
お
よ
び
欧
州
理
事
会
指
令
）. 

庄
司
克
宏
﹁
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
﹃
個
人
デ
ー
タ
保
護
指
令
﹄
︱
個
人
デ
ー
タ
保
護
と
域
外
移
転
規
制
︱
﹂
横
国
七
巻

二
号
一
四
三
頁
（
一
九
九
九
年
）
が
全
体
の
日
本
語
訳
を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
内
藤
光
博
﹁
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障
に
関
す
る
一
考
察
︱
一
九
九
五
年
Ｅ

Ｕ
個
人
情
報
保
護
指
令
に
つ
い
て
﹂
専
所
二
五
号
一
七
頁
（
二
〇
〇
二
年
）
が
考
察
を
加
え
て
い
る
。

（
7
）　Judgm

ent of 13 M
ay 2014, G

oogle S
p

a
in

, C
-131/12, E

U
:C

:2014:317.
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（
８
）　

こ
こ
で
、
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令
お
よ
び
規
則
に
お
け
る
用
語
の
う
ち
本
稿
で
頻
出
す
る
も
の
の
定
義
を
念
の
た
め
に
挙
げ
て
お
く
。
ま
ず
、﹁
個
人
デ
ー
タ
﹂
と
は
、﹁［
氏

名
、］
Ｉ
Ｄ
番
号
［
、
位
置
情
報
、
オ
ン
ラ
イ
ン
識
別
子
］
や
、
当
該
自
然
人
の
肉
体
的
、
生
理
的
、［
遺
伝
的
、］
精
神
的
、
経
済
的
、
文
化
的
も
し
く
は
社
会
的
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
特
有
の
要
素
を
一
つ
以
上
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
、
あ
る
自
然
人
を
識
別
し
、
ま
た
は
識
別
し
う
る
﹂
デ
ー
タ
で
あ
り
、﹁
デ
ー
タ

主
体
﹂
は
当
該
デ
ー
タ
に
よ
り
識
別
さ
れ
（
う
）
る
﹁
自
然
人
﹂
を
い
う
（
指
令
二
条
⒜
、規
則
四
条
⑴
参
照
。［　

］
部
分
は
規
則
で
追
加
さ
れ
て
い
る
文
言
）。
デ
ー
タ
﹁
管

理
者controller

﹂
と
は
、﹁
単
独
で
、
ま
た
は
他
者
と
共
同
し
て
、
個
人
デ
ー
タ
処
理
の
目
的
お
よ
び
手
段
を
決
定
す
る
自
然
人
、
法
人
、
公
的
機
関
、
政
府
機
関
そ
の
他
の

団
体
﹂（
指
令
二
条
⒟
お
よ
び
規
則
四
条
⑻
参
照
）
を
い
い
、
デ
ー
タ
﹁
処
理processing

﹂
と
は
、﹁
自
動
化
さ
れ
た
手
段
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
収
集
、
記
録
、
系
統
化
、［
構

造
化
、］
保
管
、
改
造
・
修
正
、
検
索
、
参
照
、
使
用
、
伝
送
・
普
及
そ
の
他
の
方
法
で
利
用
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
る
開
示
、
整
序
・
結
合
、［
制
限
（
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
）］、

消
去
・
破
壊
な
ど
、
個
人
デ
ー
タ
に
施
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
操
作
﹂（
指
令
二
条
⒝
、
規
則
四
条
⑵
参
照
。［　
（　

）］
部
分
は
規
則
で
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
文
言
）
を
い
う
。

　
　
　

な
お
、日
本
の
個
人
情
報
保
護
法
制
は
、個
人
情
報
保
護
法
を
基
本
法
に
、民
間
事
業
者
に
よ
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
は
同
法
で
具
体
的
に
規
律
し
、公
的
部
門
（
国
の
機
関
、

独
立
行
政
法
人
、
地
方
公
共
団
体
）
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
各
別
の
規
律
を
用
意
す
る
点
で
構
造
上
大
き
な
違
い
が
あ
る
が
、
民
間
事
業
者
に
関
す
る
限
り
で
上
記
各
用
語
に
日

本
法
上
の
用
語
を
対
応
さ
せ
れ
ば
、﹁
個
人
情
報
﹂（
同
法
二
条
一
項
）、﹁
本
人
﹂（
同
条
六
項
）、﹁
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
﹂（
同
条
三
項
。
個
人
情
報
を
容
易
に
検
索
で
き
る

よ
う
体
系
的
に
構
成
し
た
情
報
の
集
合
物
（
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
）
を
事
業
の
用
に
供
す
る
者
）、
個
人
情
報
の
﹁
取
扱
い
﹂
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
Ｅ
Ｕ
の
規
律
が
、

個
人
デ
ー
タ
の
処
理
そ
の
も
の
を
規
律
す
る
仕
組
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
個
人
情
報
保
護
法
は
、
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
利
用
方
法
を
規
律
し
、
そ
の
こ
と

を
通
じ
て
間
接
的
に
﹁
個
人
デ
ー
タ
﹂（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
構
成
し
て
い
る
個
人
情
報
。
個
人
情
報
保
護
法
二
条
四
項
）
の
保
護
が
図
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
点
で
大
き
く

異
な
り
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
。
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
規
則
委
員
会
提
案
に
関
し
て
、
日
本
の
二
〇
一
五
年
改
正
の
動
き
と
対
比
し
つ
つ
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
石
井
夏

生
利
﹁
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
提
案
の
動
向
⑴
～
⑶
﹂
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
二
五
号
三
〇
頁
、
同
一
〇
二
九
号
三
〇
頁
、
同
一
〇
三
一
号
一
八
頁
（
二
〇
一
四
年
）。

（
９
）　

な
お
、
二
〇
一
五
年
九
月
の
個
人
情
報
保
護
法
改
正
に
お
い
て
、
取
扱
事
業
者
が
保
有
す
る
個
人
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
の
個
人
情
報
）
に
つ
き
、
そ
の
内

容
が
事
実
と
異
な
る
場
合
の
訂
正
・
追
加
・
削
除
（
同
法
改
正
後
二
九
条
一
項
）、
本
人
の
同
意
な
し
に
目
的
外
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
場
合
ま
た
は
本
人
の
同
意
な
し
に
取

得
さ
れ
た
場
合
の
利
用
停
止
・
消
去
（
同
法
改
正
後
三
〇
条
一
項
）、
お
よ
び
本
人
の
同
意
な
し
に
第
三
者
提
供
さ
れ
て
い
る
場
合
の
提
供
停
止
（
同
条
三
項
）
に
関
し
、
そ

れ
ぞ
れ
、
本
人
が
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
対
す
る
﹁
私
法
上
の
請
求
権
﹂
を
有
す
る
旨
が
明
確
化
さ
れ
た
（
未
施
行
）。
仮
に
、
の
ち
に
検
討
す
る
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令

の
解
釈
と
同
様
に
考
え
た
と
す
れ
ば
、＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

と
の
関
係
で
は
三
〇
条
一
項
の
消
去
請
求
権
が
受
け
皿
と
な
り
得
よ
う
。
し
か
し
、検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は﹁
個

人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
﹂
を
独
自
に
保
有
し
利
用
す
る
も
の
で
は
な
く
﹁
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
﹂
に
当
た
ら
な
い
と
い
う
見
解
も
有
力
な
よ
う
で
あ
る
。

（
10
）　

現
在
の
と
こ
ろ
日
本
で
は
、＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

は
、
憲
法
学
・
行
政
法
学
、
と
り
わ
け
個
人
情
報
保
護
法
制
の
観
点
か
ら
こ
れ
を
論
じ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

九
七
六

民
事
救
済
と
し
て
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

三
一
二
四

な
か
で
も
先
駆
的
な
文
献
と
し
て
、
宮
下
紘
﹁﹃
忘
れ
ら
れ
る
権
利
﹄
を
め
ぐ
る
攻
防
﹂
比
雑
四
七
巻
四
号
二
九
頁
（
二
〇
一
四
年
）、
同
﹃
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
復
権
︱
自
由

と
尊
厳
の
衝
突
﹄（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
五
年
）
を
挙
げ
る
（
な
お
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
参
照
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
せ
ね
ば

な
ら
な
い
）。
他
方
、民
法
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
る
も
の
と
し
て
は
、上
机
美
穂
﹁
忘
れ
ら
れ
る
権
利
と
プ
ラ
バ
シ
ー
﹂
札
法
二
五
巻
二
号
五
九
頁
（
二
〇
一
四
年
）、同
﹁
不

法
行
為
法
と
﹃
忘
れ
ら
れ
る
権
利
﹄﹂
奥
田
喜
道
編
著
﹃
ネ
ッ
ト
社
会
と
忘
れ
ら
れ
る
権
利
︱
個
人
デ
ー
タ
削
除
の
裁
判
例
と
そ
の
法
理
﹄
四
一
頁
（
現
代
人
文
社
、
二
〇
一

五
年
）
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

（
11
）　

な
お
、
Ｅ
Ｕ
法
レ
ベ
ル
の»right to be forgotten«

に
関
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
﹁
忘
却
権droit à l'oubli

﹂
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
他
各
国
国
内
法
の
法
発

展
が
前
史
と
し
て
控
え
て
お
り
（
フ
ラ
ン
ス
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
英
一
﹁
情
報
社
会
と
忘
却
権
︱
忘
れ
る
こ
と
を
忘
れ
た
ネ
ッ
ト
上
の
記
憶
﹂
法
研
八
四
巻
六
号
一
八

三
頁
（
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
）、
ま
た
他
方
で
は
、
こ
の
種
の
法
的
救
済
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
は
大
西
洋
を
挟
ん
で
根
本
的
立
場
の
相
違
が
存
在
す
る
こ
と
も
早
く
か
ら
紹

介
さ
れ
て
い
る
（
宮
下
・
前
掲
注（
10
）を
参
照
）。
日
本
に
お
け
る＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

の
行
方
を
包
括
的
に
検
討
す
る
上
で
は
、
そ
の
前
史
と
し
て
こ
れ
ら
も
検
討
の
視

野
に
収
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
はG

oogle

ス
ペ
イ
ン
判
決
の
内
在
的
分
析
を
通
し
て»right to be forgotten«

と
私
法
の
枠
組
み
と
の
接
点
を
探
る
こ

と
に
照
準
を
合
わ
せ
た
い
。

（
12
）　

民
法
解
釈
の
技
術
と
し
て
は
、
最
近
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
理
の
再
検
討
の
流
れ
に
沿
っ
て
﹁
自
己
像
に
対
す
る
権
利
﹂
や
﹁
社
会
の
関
心
か
ら
免
れ
る
自
由
﹂
の
よ
う

な
も
の
を
観
念
し
、
そ
こ
に
民
事
救
済
と
し
て
の＜
忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

の
基
礎
を
見
出
し
て
い
く
と
い
う
方
向
は
当
然
想
定
さ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
方
向
に
位
置
づ
け
得

る
最
近
の
文
献
と
し
て
は
、
山
本
敬
三
﹁
前
科
の
公
表
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と
表
現
の
自
由
﹂
民
商
一
一
六
巻
四
＝
五
号
六
一
五
頁
以
下
（
一
九
九
七
年
）、
水
野

謙
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
意
義
︱
﹃
情
報
﹄
を
め
ぐ
る
法
的
な
利
益
の
分
布
図
﹂
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
三
六
号
二
九
頁
以
下
（
二
〇
一
〇
年
）、
曽
我
部
真
裕
﹁﹃
自
己
像
の
同
一
性
に
対
す

る
権
利
﹄
に
つ
い
て
﹂
論
叢
一
六
七
巻
六
号
一
頁
以
下
（
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。
し
か
し
、＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

の
文
脈
で
は
、
法
益
論
の
展
開
が
不
可
欠
で
あ
る
一
方
で
、

そ
の
保
護
措
置
を
私
人
に
義
務
付
け
る
こ
と
の
当
否
な
い
し
正
当
性
も
大
き
な
問
題
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
﹁
一
定
の
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
こ
と
﹂
を
他
人
の
法

益
に
干
渉
し
う
る
行
為
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
そ
う
し
た
解
釈
技
術
の
背
後
に
あ
る
決
定
の
是
非
、
逆
に
言
え
ば
、
そ
う
し
た
点
に
注
意
し
た
場
合
の
私
法

の
意
義
な
い
し
限
界
が
他
方
の
問
題
と
な
り
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
光
を
当
て
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
意
図
に
他
な
ら
な
い
。
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民
事
救
済
と
し
て
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

九
七
七

三
一
二
五

Ⅱ　

個
人
デ
ー
タ
保
護
の
根
拠
に
関
す
る
展
開

　

欧
州
評
議
会
で
一
九
五
〇
年
に
採
択
さ
れ
、
そ
の
三
年
後
に
発
効
し
た
欧
州
人
権
条
約）
₁₃
（

第
八
条
一
項
は
、﹁
何
人
も
、
私
的
生
活
、
家
庭

生
活
、
住
居
、
お
よ
び
通
信
の
尊
重
に
つ
い
て
権
利
を
有
す
る
﹂
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
二
〇
〇
一
年
の
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章）
₁（
（

に
は
、
七
条
で

右
と
同
内
容
が
、
そ
し
て
八
条
一
項
で
﹁
何
人
も
、
自
己
に
関
す
る
個
人
デ
ー
タ
の
保
護
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
﹂
と
の
定
め
が
置
か
れ

て
い
る
。
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
（
二
〇
〇
九
年
発
効
）
以
降
の
Ｅ
Ｕ
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
Ｅ
Ｕ
第
一
次
法
に
位
置
付
け
ら
れ
、
ひ
ろ
く

私
的
領
域
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
）
保
護
の
出
発
点
と
み
な
さ
れ
て
い
る）
₁（
（

。
二
〇
一
四
年
のG

oogle

判
決
に
お
い
て
、»right to be 

forgotten«

の
実
定
法
上
の
根
拠
規
定
は
、
Ｅ
Ｕ
第
二
次
法
た
る
デ
ー
タ
保
護
法
制
の
も
と
で
デ
ー
タ
主
体
が
デ
ー
タ
管
理
者
に
対
し
て
有

す
る
﹁
消
去
権right to erasure
﹂（
指
令
一
二
条
⒝）
₁₆
（

）
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
消
去
権
の
制
度
も
、
現
在
で
は
上
記
基
本
権
保
護

の
下
に
位
置
付
け
ら
れ
、
解
釈
さ
れ
る）
₁₇
（

。

　

も
っ
と
も
、
少
な
く
と
も
右
欧
州
人
権
条
約
の
調
印
当
時
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
自
動
化
さ
れ
た
大
量
の
デ
ー
タ
処
理
、
そ
う
し
た

技
術
革
新
が
も
た
ら
す
社
会
的
な
効
用
な
ら
び
に
そ
の
反
面
で
個
人
が
被
る
不
利
益
の
リ
ス
ク
が
如
何
な
る
も
の
か
と
い
う
問
題
は
ま
だ
顕

在
化
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
に
加
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
デ
ー
タ
の
収
集
・
蓄
積
・
伝
播
︱
と
り
わ
け
、
情
報
自
体
は
正

確
で
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
公
衆
に
ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
っ
た
時
点
で
は
当
該
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
が
な
ん
ら
違
法
で
な
か
っ
た
情
報
︱

が
も
た
ら
す
問
題
ま
で
も
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
範
疇
に
属
す
る
問
題
と
し
て
、
当
初
か
ら
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
な

い
こ
と
に
は
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い）
₁₈
（

。
た
ん
に
個
人
デ
ー
タ
保
護
（
ひ
い
て
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
）
が
基
本
的
権
利
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
Ｅ
Ｕ
法
の
先
進
性
を
見
出
し
、
日
本
と
の
差
異
を
強
調
し
て
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
①
個
人
デ
ー
タ
保
護
の
享
受
が
ど
の
よ
う
に
し

て
基
本
的
権
利
に
ま
で
高
め
ら
れ
、
②
そ
こ
か
ら
さ
ら
に»right to be forgotten«
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
自
己
情
報
の
消
去
を
求
め



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

九
七
八

民
事
救
済
と
し
て
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

三
一
二
六

る
一
般
的
権
利
）
へ
と
歩
み
を
す
す
め
る
際
に
ど
の
よ
う
な
考
慮
が
存
在
し
た
か
に
こ
そ
目
を
向
け
て
、
そ
れ
ら
を
、
日
本
で
の
議
論
の
土

俵
と
な
っ
て
い
る
民
事
法
の
論
理
・
枠
組
み
と
重
ね
合
わ
せ
、
両
者
の
接
点
を
探
る
必
要
が
あ
ろ
う）
₁₉
（

。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
ま
ず
右
①
に
関

し
て
、
現
在
の
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
法
制
に
思
想
的
基
礎
︱
個
人
に
帰
属
す
る
基
本
的
権
利
と
し
て
の
個
人
デ
ー
タ
処
理
か
ら
の
保
護
︱

を
提
供
し
た
ド
イ
ツ
の
展
開
を
簡
単
に
確
認
す
る
。

１　

戦
後
ド
イ
ツ
の
デ
ー
タ
保
護
立
法

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
自
動
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
処
理
が
も
た
ら
す
問
題
状
況
を
視
野
に
収
め
、
個
人
デ
ー
タ
処
理
の
あ
り
方
を
具
体
的
に

規
律
し
た
世
界
初
の
立
法
は
、
ド
イ
ツ）
₂₀
（

・
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
デ
ー
タ
保
護
法
（
一
九
七
〇
年
九
月
三
〇
日
制
定
）
）
₂₁
（

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
一
九
七
七
年
一
月
二
七
日
に
は
ド
イ
ツ
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
（
以
下
、
Ｂ
Ｄ
Ｓ
Ｇ
）
）
₂₂
（

が
制
定
さ
れ
た
の
に
続
き
、
ド
イ
ツ
国
内
各
州

で
続
々
と
デ
ー
タ
保
護
法
が
制
定
さ
れ
た）
₂₃
（

。
二
〇
世
紀
後
半
の
ご
く
短
期
間
に
こ
れ
ら
立
法
が
集
中
し
た
の
も
、
通
信
技
術
・
情
報
技
術
の

急
速
な
発
達
、
お
よ
び
そ
れ
を
用
い
た
国
家
活
動
の
拡
大
に
抗
す
る
形
で
、
そ
れ
ま
で
の
、
主
と
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
私
的
領
域
へ

の
干
渉
か
ら
の
自
由
な
い
し
は
﹁
放
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
﹂
と
し
て
の
私
生
活
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
尊
重
か
ら
、
よ
り
積
極
的
に
、
自

己
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
を
確
立
す
る
必
要
性
へ
の
、
最
初
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
へ
と
、
当
時
の
問
題
関
心
が
展
開
を
見
せ
た

こ
と
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る）
₂（
（

。
そ
れ
に
加
え
て
、
と
く
に
ド
イ
ツ
で
顕
著
な
立
法
展
開
が
み
ら
れ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
戦
前
の
ナ
チ
ス

に
よ
る
個
人
情
報
の
蓄
積
・
管
理
が
も
た
ら
し
た
悲
劇
的
結
末
へ
の
猛
烈
な
反
省
の
存
在
が
背
景
に
あ
る
と
の
指
摘
も
、
繰
り
返
し
な
さ
れ

て
い
る）
₂（
（

。

　

こ
れ
ら
諸
立
法
の
詳
細
に
立
ち
入
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
は
本
稿
の
目
的
を
外
れ
る
の
で
割
愛
す
る
が
、
こ
れ
ら
初
期
の
立
法
に
共
通
す
る

特
徴
は
、
い
ず
れ
も
、
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
お
け
る
デ
ー
タ
濫
用M

iß
brauch

の
防
止
に
照
準
が
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
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例
え
ば
Ｂ
Ｄ
Ｓ
Ｇ
一
条
は
、一
九
七
六
年
の
立
法
当
初
、次
の
よ
う
な
目
的
規
定
を
置
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、﹁
デ
ー
タ
保
護
の
任
務
は
、

個
人
識
別
デ
ー
タ
の
保
存
、
送
信
、
修
正
お
よ
び
消
去
（
あ
わ
せ
て
デ
ー
タ
処
理
）
に
お
け
る
濫
用
の
危
険
性
か
ら
当
該
デ
ー
タ
を
保
護
し
、

も
っ
て
保
護
に
値
す
る
デ
ー
タ
主
体
の
利
益schutzw

ürdige persönliche B
elange

が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
る
﹂。
立

法
理
由
に
お
い
て
も
、
終
局
的
に
は
私
的
領
域P

rivatsphäre

ま
た
は
人
格
権P

ersönlichkeitsrecht

の
保
護
が
目
的
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
相
対
的
な
概
念
で
あ
り
一
般
的
に
定
式
化
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
、﹁
個
人
識
別
デ
ー
タ
の
保
護
を
通
じ
て
間
接
的
に
の
み
﹂
保
護
さ
れ

る
と
説
明
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た）
₂₆
（

。
Ｂ
Ｄ
Ｓ
Ｇ
は
個
人
の
人
格
権
保
護
を
旗
印
に
適
用
範
囲
を
大
き
く
広
げ
た
が
、
そ
れ
で
も
当
初
の

個
人
デ
ー
タ
保
護
立
法
の
課
題
は
、
急
速
に
発
達
す
る
情
報
通
信
技
術
に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
の
容
易
な
伝
播
お
よ
び
デ
ー
タ
の
正
確
性
維
持

の
困
難
を
前
に
し
て
、
直
接
的
に
は
、
そ
う
し
た
技
術
的
特
徴
を
い
か
に
制
御
す
る
か
（
い
わ
ゆ
る
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
ア
キ
ュ

ラ
シ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
に
こ
そ
向
け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る）
₂₇
（

。

　

こ
う
し
た
立
法
目
的
は
、
デ
ー
タ
主
体
に
付
与
さ
れ
た
具
体
的
な
権
利
、
す
な
わ
ち
、
自
己
に
関
す
る
不
正
確
・
不
必
要
な
情
報
の
訂
正
・

凍
結
・
消
去
を
求
め
る
権
利
の
建
付
け
に
、
明
確
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
制
定
当
初
の
Ｂ
Ｄ
Ｓ
Ｇ
で
は
、
デ
ー
タ
処
理
者
を
三

種
（
政
府
機
関
そ
の
他
の
公
的
機
関
、
自
然
人
・
私
法
人
、
事
業
目
的
の
自
然
人
・
私
法
人
）
に
分
類
し
た
上
で
そ
れ
ら
類
型
ご
と
に
規
定

が
整
備
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
の
類
型
に
も
共
通
し
て
置
か
れ
た
﹁
デ
ー
タ
の
訂
正
、
利
用
停
止
、
消
去
﹂
に
関
す
る
規
定
（
同
法
一
四
条
、

二
七
条
、
三
五
条
）
は
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
次
の
よ
う
な
内
容
と
順
序
で
規
定
さ
れ
た）
₂₈
（

。

① 　

不
正
確
な
デ
ー
タ
は
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
各
条
一
項
）

② 　

真
実
性
に
争
い
が
あ
り
、
真
偽
を
確
定
で
き
な
い
デ
ー
タ
は
、
利
用
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
二
項
一
文
）

③ 　

収
集
目
的
に
照
ら
し
て
不
要
に
な
っ
た
デ
ー
タ
や
、
収
集
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
デ
ー
タ
は
、
利
用
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
二
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項
二
文
）

④ 　

デ
ー
タ
の
必
要
性
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
デ
ー
タ
を
消
去
し
て
も
デ
ー
タ
主
体
の
不
利
益
に
な
ら
な
い
と
き
に
は
消
去
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
同
三
項
一
文
）

⑤ 　

デ
ー
タ
が
不
正unzulässig

に
取
得
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
上
記
③
（
利
用
停
止
す
べ
き
デ
ー
タ
）
の
場
合
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
主
体
か
ら

消
去
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
デ
ー
タ
を
消
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
三
項
二
文
）

　

民
間
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
限
り
、
い
わ
ゆ
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
が
デ
ー
タ
主
体
の
人
格
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
原
則

消
去
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
同
法
三
五
条
三
項
三
文
）
を
別
に
す
れ
ば
、
上
記
の
よ
う
に
、
デ
ー
タ
主
体
か
ら
の
求
め
（
請
求
）
に

応
じ
て
当
該
デ
ー
タ
を
消
去
す
る
義
務
は
、
正
当
な
デ
ー
タ
処
理
目
的
と
し
て
許
さ
れ
る
範
囲
が
尽
き
た
と
こ
ろ
で
初
め
て
生
じ
、
し
か
も

利
用
停
止
の
次
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
点
は
と
り
わ
け
注
意
を
要
す
る
。
制
定
当
初
の
Ｂ
Ｄ
Ｓ
Ｇ
に
お
い
て
、
自
己
情
報
に
対
す
る
デ
ー

タ
主
体
の
権
利
は
、
個
々
の
デ
ー
タ
主
体
に
帰
属
す
る
法
的
利
益
へ
の
侵
害
の
効
果
と
し
て
直
接
生
じ
る
権
利
と
い
う
よ
り
も
、
デ
ー
タ
処

理
者
に
よ
る
デ
ー
タ
濫
用
の
防
止
を
担
保
す
る
手
段
と
し
て
（
こ
れ
に
よ
り
、
間
接
的
に
個
人
の
利
益
の
保
障
が
図
ら
れ
る
も
の
と
し
て
）

位
置
付
け
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

２　

国
際
的
調
和
の
必
要
性

　

と
こ
ろ
で
、
ド
イ
ツ
・
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
立
法
か
ら
の
一
〇
年
間
で
、
旧
西
側
の
民
主
諸
国
で
は
、
次
々
に
個
人
デ
ー
タ
保
護
立
法
が
さ
れ

た
が）
₂₉
（

、
そ
の
こ
と
は
必
然
的
に
、
各
国
立
法
の
乱
立
に
よ
っ
て
国
境
を
越
え
た
情
報
の
移
転
・
流
通
が
阻
害
さ
れ
、
国
際
的
な
経
済
活
動
・

経
済
発
展
の
大
き
な
障
害
と
な
り
う
る
と
の
懸
念
を
生
じ
さ
せ
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
一
九
八
〇
年
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開

発
機
構
）
が
策
定
・
公
表
し
た
も
の
が
、﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
で
あ
る）
₃₀
（

。
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
経
済
発
展
を
過
度
に
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阻
害
し
な
い
公
正
な
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
制
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
各
国
法
制
の
調
和
を
目
指
し
、
そ
れ
ま

で
の
各
国
立
法
に
お
い
て
共
有
さ
れ
、
今
後
も
共
有
さ
れ
る
べ
き
原
則
（
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
八
原
則
）
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
加
盟
国
に
国
内
法
化
を
義
務
付
け
る
拘
束
力
こ
そ
も
た
な
い
が
、
日
本
も
含
め
、
そ
の
後
の
各
国
立
法
の
展
開
に
影

響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
日
本
で
個
人
情
報
保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
三
年
で
あ
る
）。

　

デ
ー
タ
主
体
の
消
去
権
と
の
関
係
で
は
、
独
立
し
た
原
則
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
﹁
個
人
参
加
原
則
﹂
が
重
要
で
あ
る）
₃₁
（

。
も
っ
と
も
、
こ

の
よ
う
な
﹁
個
人
参
加
﹂
が
如
何
な
る
理
由
で
保
障
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
各
国
立
法
の
傾
向
な
い
し

共
通
項
で
あ
る
と
い
う
以
上
の
明
確
な
理
由
を
引
き
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
と
い
う
の
も
、
右
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
八
原
則
が
、情
報
の
自
由
な
流
通
と»hum

an right«

と
の
調
整
の
必
要
性
を
繰
り
返
し
う
た
っ
て
は
い
る
も
の
の）
₃₂
（

、そ
れ
は
あ
く
ま
で
、

国
際
的
経
済
発
展
を
促
進
す
る
た
め
の
法
規
律
の
調
和
と
い
う
観
点
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
高
度
な
情
報
処
理
社
会
に
お
け
る
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
意
義
や
正
当
性
を
掘
り
下
げ
た
上
で
規
範
を
定
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
そ
も
そ
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
制
の
基
礎
な
い
し
目
的
に
関
し
て
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、
個
人
の
基
本
的
な
権
利
の
保
護
な
い
し
人
格
の
尊

重
を
デ
ー
タ
保
護
法
制
の
第
一
次
的
目
的
へ
と
格
上
げ
す
る
方
向
に
明
確
な
舵
を
切
り
、
そ
の
後
の
議
論
や
立
法
を
理
論
的
に
も
牽
引
す
る

も
の
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い）
₃₃
（

。

３　

個
人
の
基
本
的
権
利
と
し
て
の
デ
ー
タ
保
護
へ

　
﹁
デ
ー
タ
主
体
の
参
加
﹂
が
い
か
な
る
理
由
か
ら
要
請
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
制
の
展

開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
転
換
点
の
一
つ
は
、
一
九
八
三
年
の
ド
イ
ツ
憲
法
裁
判
所
判
決
（
国
勢
調
査
法
判
決
）
で
あ
る）
₃（
（

。
同
事
案
は
、

一
九
八
三
年
の
ド
イ
ツ
国
勢
調
査
法
が
、
収
集
さ
れ
た
個
人
デ
ー
タ
と
他
の
届
出
記
録
等
と
の
照
合
に
よ
る
既
存
デ
ー
タ
の
訂
正
、
あ
る
い
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は
、
収
集
デ
ー
タ
の
他
の
行
政
機
関
が
管
掌
す
る
行
政
政
策
決
定
な
い
し
行
政
事
務
遂
行
の
た
め
の
提
供
お
よ
び
利
用
を
認
め
る
規
定
（
同

法
九
条
）
等
を
置
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
従
来
に
な
い
情
報
処
理
技
術
の
進
歩
が
も
た
ら
し
う
る
個
人
の
基
本
権
侵
害
の
重
大
さ
に
鑑
み
て
、

連
邦
憲
法
裁
が
同
法
に
基
づ
く
国
勢
調
査
を
全
面
的
に
延
期
し
、
そ
れ
ら
規
定
の
合
憲
性
を
包
括
的
に
審
査
す
る
も
の
で
あ
っ
た）
₃（
（

。

　

原
告
の
主
張
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
件
で
連
邦
憲
法
裁
が
直
面
し
た
実
質
的
な
問
題
は
、
簡
潔
に
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
Ｂ
Ｄ
Ｓ
Ｇ
に
よ
れ
ば
、
正
当
な
行
政
目
的
に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
の
収
集
・
処
理
は
、
厳
格
に
特
定
さ
れ
た
目
的
の

下
に
許
さ
れ
る
（
こ
れ
に
よ
り
デ
ー
タ
主
体
の
人
格
権
は
間
接
的
に
保
障
さ
れ
、
デ
ー
タ
主
体
は
、
当
該
目
的
外
の
利
用
・
濫
用
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
限
度
で
、
い
く
つ
か
の
権
利
を
有
す
る
）
と
の
一
般
論
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
①
国
勢
調
査
に
お
い
て
、
統
計
目
的
の
デ
ー
タ

収
集
・
処
理
と
い
う
側
面
が
有
す
る
特
徴
（
最
初
か
ら
特
定
の
デ
ー
タ
処
理
目
的
を
設
定
す
る
こ
と
の
本
質
的
困
難
さ
）
と
、
②
発
達
し
た

情
報
処
理
技
術
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
個
人
の
人
格
権
へ
の
危
険
性
（
九
条
に
基
づ
く
デ
ー
タ
提
供
を
受
け
た
各
行
政
機
関
に
お
い
て
ど
の

よ
う
に
既
存
デ
ー
タ
と
照
合
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
は
各
機
関
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
事
務
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て

明
確
に
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
各
行
政
機
関
の
管
掌
す
る
事
務
の
た
め
に
目
的
の
拘
束
を
受
け
る
こ
と
な
く

利
用
さ
れ
る
可
能
性
の
存
在
）
の
双
方
を
踏
ま
え
た
と
き
に
は
、
デ
ー
タ
収
集
・
処
理
の
目
的
の
特
定
と
そ
の
手
段
と
の
関
連
性
に
よ
り
適

切
な
デ
ー
タ
処
理
の
範
疇
に
収
ま
っ
て
い
る
否
か
を
判
断
す
る
と
い
う
従
来
の
枠
組
み
で
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
濫
用
を
も
は
や
制
御
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
認
識
を
前
提
に
、
国
勢
調
査
法
の
合
憲
性
を
い
か
な
る
観
点
か
ら
評
価
す
べ
き
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る）
₃₆
（

。

　

右
問
題
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
国
勢
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
﹁
統
計
目
的
に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
の

収
集
お
よ
び
処
理
﹂
は
、
統
計
の
本
質
上
、
事
前
に
明
確
に
特
定
で
き
な
い
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
同

時
に
他
方
で
、
情
報
技
術
の
発
達
に
よ
る
デ
ー
タ
処
理
の
自
動
化
は
、
個
人
デ
ー
タ
が
相
互
に
結
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
個
人
像
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一

が
一
方
的
に
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
そ
う
し
て
作
り
出
さ
れ
る
情
報
の
正
確
性
や
利
用
に
つ
い
て
個
人
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及

ぼ
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
に
、
人
格
権
の
保
障
に
と
っ
て
特
別
な
保
護
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
勢
調
査
法
が
定
め
る
個
人

デ
ー
タ
処
理
は
、
目
的
と
手
段
そ
れ
自
体
が
憲
法
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
（
目
的
に
照
ら
し
不
要
な
情
報
の
申
告
を
求
め
て
い
な
い
か

ど
う
か
）
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
提
供
さ
れ
る
情
報
の
﹁
結
合
可
能
性V

erknüpfungsm
öglichkeiten

な
い
し
使
用
可
能
性

V
erarbeitungsm

öglichkeiten

﹂、
す
な
わ
ち
、
個
人
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
新
た
な
個
人
像
が
創
出
さ
れ
る
可
能
性

が
適
切
に
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
も
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₃₇
（

。
そ
し
て
、
こ
の
後
者
の
限
界
づ
け
を
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
の
か
が
次
の
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
文
脈
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
説
い
た
の
が
、
情
報
自
己
決
定
権R

echt auf 

inform
ationelle Selbstbestim

m
ung

の
観
念
で
あ
っ
た
。

　

連
邦
憲
法
裁
は
、
情
報
自
己
決
定
権
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
ー
タ
処
理
の
自
動
化
に
よ
っ
て
﹁
人
格
の
自

由
な
展
開
に
と
っ
て
、
現
在
の
デ
ー
タ
処
理
の
諸
条
件
の
も
と
で
、
個
人
デ
ー
タ
の
無
制
限
な
調
査
、
保
存
、
利
用
、
提
供
か
ら
個
人
を
保

護
す
る
こ
と
が
そ
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
対
す
る
個
人
の
保
護
は
、
基
本
法
一
条
一
項
と
相
ま
っ
た
同

二
条
一
項
の
基
本
権
［
一
般
的
人
格
権
］
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
基
本
権
に
よ
っ
て
、
個
人
は
、
自
己
の
個
人
デ
ー
タ
の
開
示
、
利
用

に
つ
い
て
原
則
と
し
て
自
ら
決
定
す
る
権
能
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
﹂）
₃₈
（

。

　

右
判
決
は
、
統
計
目
的
に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
関
し
て
、
国
勢
調
査
法
の
違
憲
審
査
を
扱
っ
た
も
の
だ
が
、
転
換
点
と
呼
ぶ
に
相
応

し
い
意
義
は
、
連
邦
憲
法
裁
が
、
た
ん
に
従
来
の
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
一
定
の
意
味
を
持
つ
個
人
情
報
の
流
通
を
デ
ー
タ
処
理
の
目
的
拘
束

に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
観
点）
₃₉
（

か
ら
人
格
権
保
障
を
審
査
し
た
の
で
は
な
く
、
発
達
し
た
情
報
処
理
技
術
が
は
ら
む
危
険
性
、

す
な
わ
ち
﹁
そ
れ
じ
た
い
重
要
で
な
い
よ
う
に
み
え
る
情
報
で
も
、
使
用
可
能
性
お
よ
び
結
合
可
能
性
ゆ
え
に
新
た
な
意
味
を
持
ち
う
る
の

で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
も
は
や
﹃
重
要
で
は
な
い
﹄
デ
ー
タ
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
﹂）
（₀
（

と
の
認
識
の
も
と
、
上
述
の
よ
う
に
、
一



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

九
八
四

民
事
救
済
と
し
て
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

三
一
三
二

般
的
人
格
権
の
一
内
容
と
し
て
の
﹁
情
報
自
己
決
定
権
﹂
を
審
査
基
準
の
最
前
面
に
押
し
出
し
た
点
に
あ
る）
（₁
（

。

　

一
九
九
〇
年
の
Ｂ
Ｄ
Ｓ
Ｇ
大
改
正）
（₂
（

は
こ
の
判
断
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
目
的
規
定
は
、﹁
個
人
識
別
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
よ
っ

て
個
人
の
人
格
権
が
害
さ
れ
る
こ
と
か
ら
保
護
す
る
こ
と
﹂
に
あ
る
と
書
き
換
え
ら
れ
（
一
九
九
〇
年
改
正
Ｂ
Ｄ
Ｓ
Ｇ
一
条
一
項
。
現
行
法

も
同
じ
）、
こ
の
目
的
に
沿
っ
て
、
同
法
が
規
定
す
る
個
人
の
権
利
も
大
幅
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
主
体
の
権

利
（
開
示
請
求
、
訂
正
、
消
去
、
利
用
停
止
を
求
め
る
権
利
）
は
排
除
ま
た
は
制
限
さ
れ
得
ず
（
同
六
条
一
項
）、
不
正
に
収
集
さ
れ
た
デ

ー
タ
ま
た
は
不
必
要
な
デ
ー
タ
は
﹁
原
則
と
し
て
消
去
﹂
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
同
二
〇
条
二
項
お
よ
び
三
項
、三
五
条
二
お
よ
び
三
項
）、

デ
ー
タ
主
体
の
人
格
権
保
護
を
よ
り
前
面
に
押
し
出
し
た
規
律
に
変
更
さ
れ
た）
（₃
（

。

（
13
）　C

ouncil of E
urope, E

uropean C
onvention for the P

rotection of H
um

an R
ights and F

undam
ental F

reedom
s, 4 N

ovem
ber 1950, E

T
S 5.

（
14
）　E

uropean U
nion, C

harter of F
undam

ental R
ights of the E

uropean U
nion, 26 O

ctober 2012, 2012/C
 326/02 ［2012

］ O
J C326/391.

（
15
）　Schorkopf, F

rank, H
öchstpersönliche R

echte, in: E
hlers, D

irk （H
rsg.

）, E
uropäische G

rundrechte und G
rundfreiheiten, 4. A

ufl., 2014, § 16, R
n. 

14 ff.

（
16
）　

Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令
は
後
述
Ⅲ
２
を
参
照
。

（
17
）　Streinz, R

udolf, E
uroparecht, 9. A

ufl., 2012, R
n. 731 ff. （777

）; H
erdegen, M

atthias, E
uroparecht, 17. A

ufl., 2015, S. 179 ff.

（
18
）　Schorkopf （F

n. 15

）, R
n. 39 ff.

（
19
）　

な
お
、
各
国
の
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
の
整
備
か
ら
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令
（
一
九
九
五
年
）
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
八
条
（
二
〇
〇
〇
年
）
へ
と
至
る
展
開
に
並
行
す
る

か
た
ち
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
も
、
一
九
八
〇
年
頃
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
確
立
ま
で
の
間
に
、
欧
州
人
権
裁
判
所
（E

C
tH

R

）
お
よ
び
欧
州
司
法
裁

判
所
（E

C
J

）
に
よ
っ
て
も
、
欧
州
人
権
条
約
八
条
（
私
生
活
の
尊
重
）
の
下
で
個
人
デ
ー
タ
保
護
に
関
す
る
判
例
法
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
後
者
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

vgl. Siem
en, B

irte, D
atenschutz als europäisches G

rundrecht, 2006, 79 ff. 

こ
の
展
開
も
Ｅ
Ｕ
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
制
を
支
え
る
重
要
な
柱
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
な

い
が
、
本
稿
で
はG

oogle

ス
ペ
イ
ン
判
決
に
至
る
Ｅ
Ｕ
法
の
検
討
に
視
野
を
限
定
す
る
。

（
20
）　

本
稿
で
は
、
第
二
次
大
戦
後
再
統
一
ま
で
の
西
ド
イ
ツ
も
﹁
ド
イ
ツ
﹂
と
表
記
す
る
。
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（
21
）　H

essisches D
atenschutzgesetz vom

 07.10.1970, G
V

B
l. I 1970, 625. 

ち
な
み
に
国
家
レ
ベ
ル
で
は
、
一
九
七
〇
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
世
界
初
の
デ
ー
タ
保
護
法

を
制
定
し
て
い
る
。

（
22
）　G

esetz zum
 Schutz vor M

iß
brauch personenbezogener D

aten bei der D
atenverarbeitung 

（B
undesdatenschutgesetz – B

D
SG

） vom
 27.01.1977, 

B
G

B
l. I 1977, 201.

（
23
）　

な
お
、
各
州
の
デ
ー
タ
保
護
法
は
、
公
的
機
関
に
よ
る
デ
ー
タ
処
理
を
適
用
対
象
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
多
く
は
電
算
処
理
の
み
を
適
用
対
象
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

（
24
）　

こ
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
幸
治
﹁
現
代
社
会
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
﹂
有
泉
亨
監
修
＝
伊
藤
正
己
編
﹃
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
﹄
五
三
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
二
年
）、

松
井
茂
記
﹁
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
に
つ
い
て
﹂
ひ
ろ
ば
四
一
巻
三
号
（
一
九
八
八
年
）
な
ど
参
照
。

（
25
）　

von
 C

aem
m

erer, E
rn

st, W
an

d
lu

n
gen

 d
es D

eliktsrech
ts, in

: d
ers. et al.

（H
rsg.

）, H
u

n
d

ert Jah
re d

eu
tsch

es R
ech

tsleben
, 1960, B

d
. II, 104 ff.; 

Ja
m

es Q
. W

h
itm

a
n

, T
he Tw

o W
entern C

ultures of P
rivacy: D

ignity V
ersus L

iberty, 113 Y
A

L
E L

.J. 1151, 1164 （2004

）.

（
26
）　R

egE
 B

D
SG

, B
T-D

rucks. 7/1027, 22. V
gl. dazu B

ull, H
ans P

eter, Inform
ationelle Selbstbestim

m
ung – V

ision oder Illusion?, 2. A
ufl., 2011, 27 ff.

（
27
）　R

egE
 B

D
SG

 

（F
n. 26

）, 16 f. V
gl. Seidel, U

lrich, P
ersönlichkeitsrechtliche P

roblem
e der elektronischen Speicherung privater D

aten, N
JW

 1970, 

1581.

（
28
）　

民
間
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
デ
ー
タ
処
理
に
関
し
て
は
、
以
下
の
規
律
に
加
え
て
、
健
康
状
態
、
刑
事
犯
罪
、
法
令
違
反
、
宗
教
的
・
政
治
的
意
見
に
関
す
る
デ
ー
タ
（
い
わ
ゆ

る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
）
は
、
真
実
性
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
消
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
規
定
も
あ
っ
た
。§ 35 A

bs. 3 S. 1 B
D

SG
 1977 a.F. （

同
じ
規
律
は
現
行

法
三
五
条
二
項
二
号
に
維
持
さ
れ
て
い
る
）.

（
29
）　

一
九
八
〇
年
の
時
点
で
、
当
時
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
二
四
カ
国
の
う
ち
一
〇
カ
国
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
）
で
、
何
ら
か
の
個
人
デ
ー
タ
保
護
立
法
が
さ
れ
て
い
た
。

（
30
）　

O
E

C
D

 

（2002

）, O
E

C
D

 G
uidelines on the P

rotection of P
rivacy and T

ransborder F
low

s of P
ersonal D

ata, O
E

C
D

 P
ublishing, P

aris ［hereinafter 

cited as O
E

C
D

 G
uidelines

］ （
二
〇
〇
二
年
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
が
、
八
原
則
は
一
九
八
〇
年
の
策
定
当
初
か
ら
変
更
は
な
い
）.

（
31
）　O

E
C

D
 G

uidelines, para. 13 （P
ersonal P

articipation P
rinciple; 

個
人
参
加
原
則
）. 

内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
﹁
13. 　

個
人
に
は
以
下
の
権
利
を
付
与
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

⒜　

デ
ー
タ
管
理
者
そ
の
他
の
者
に
、
デ
ー
タ
管
理
者
が
自
分
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
権
利

　
　
　
　
　
　

⒝　

自
分
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
、
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1.　

合
理
的
な
期
間
内
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　

2.　

費
用
が
か
か
る
と
し
て
も
、
過
度
に
な
ら
な
い
費
用
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　

3.　

合
理
的
な
方
法
で
、
か
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　

4.　

自
分
に
分
か
り
や
す
い
形
で
、
自
分
に
伝
え
ら
れ
る
権
利

　
　
　
　
　
　

⒞ 　

上
記
⒜
お
よ
び
⒝
の
要
求
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
知
ら
さ
れ
、
お
よ
び
、
そ
う
し
た
拒
否
に
対
し
て
異
義
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
権

利

　
　
　
　
　
　

⒟ 　

自
分
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て
異
議
を
申
し
立
て
、
お
よ
び
、
そ
の
異
議
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
そ
の
デ
ー
タ
を
消
去
、
修
正
、
完
全
化
、
変
更
さ
せ
る

権
利
﹂

（
32
）　

O
E

C
D

 G
uidelines, P

reface.

（
33
）　O

E
C

D
 G

uidelines, E
xplanatory M

em
orandum

 para. 61

も
、
明
確
に
、
こ
の
点
の
説
明
を
避
け
て
い
る
。

（
34
）　B

V
erfG

, U
rt. v. 15.12.1983 – A

z. 1 B
vR

 209/83, 269/83, 362/83, 420/83, 440/83, 484/83, B
V

erfG
E

 65,1 – V
olkszä

h
lu

n
g. 

同
判
決
の
紹
介
と
し
て
、
鈴
木
庸

夫
＝
藤
原
静
雄
﹁
西
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
国
勢
調
査
判
決
﹂
ジ
ュ
リ
八
一
七
号
六
四
頁
、
八
一
八
号
七
六
頁
（
一
九
八
四
年
）、
平
松
毅
﹁
自
己
情
報
決
定
権
と
国
勢

調
査
︱
国
勢
調
査
法
一
部
違
憲
判
決
﹂
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
﹃
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
︹
第
２
版
︺﹄
六
〇
頁
（
信
山
社
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。

（
35
）　

B
V

erfG
, U

rt. v. 13.4.1983 – A
z. 1 B

vR
 209/83 und 269/83, B

V
erfG

E
 64, 67; B

V
erfG

E
 65, 1 （F

n. 34

）, 3 f. 

な
お
、
問
題
と
な
っ
た
一
九
八
三
年
国
勢
調
査
法

の
規
定
は
、
鈴
木
＝
藤
原
・
前
掲
注（
34
）ジ
ュ
リ
八
一
七
号
六
八
頁
以
下
が
翻
訳
を
提
供
し
て
い
る
。

（
36
）　B

V
erfG

E
 65, 1 （F

n. 34

）, 46 ff.

（
37
）　B

V
erfG

E
 65, 1 （F

n. 34

）, 42 f. und 46.

（
38
）　B

V
erfG

E
 65, 1 

（F
n. 34

）, 43. 

な
お
、
高
度
情
報
処
理
社
会
の
到
来
を
念
頭
に
、
自
己
情
報
の
処
分
そ
れ
自
体
に
対
す
る
決
定
権
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
中
心
に
据
え
る
考

え
方
は
、A

L
A

N W
E

ST
IN, P

R
IVA

C
Y A

N
D F

R
E

E
D

O
M

 7

（N
ew

 York: A
theneum

 1967
） 
に
さ
か
の
ぼ
る
。

（
39
）　

こ
の
よ
う
な
枠
組
み
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
一
般
的
人
格
権
の
内
容
と
し
て
の
﹁
公
共
に
お
け
る
人
物
描
写
を
自

ら
決
定
で
き
る
権
利
﹂
の
延
長
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。B

V
erfG

, U
rt. v. 14.02.1973 – A

z. 1 B
vR

 112/65, B
V

erfG
E

 34, 269, 277 – S
ora

ya
; B

V
erfG

, 

U
rt. v. 05.06.1973 – A

z. 1 B
vR

 536/72, B
V

erfG
E

 35, 202, 220 – L
eba

ch
.

（
40
）　B

V
erfG

E
 65, 1 （F

n. 34

）, 45.
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三
五

（
41
）　

国
勢
調
査
判
決
が
、
情
報
処
理
技
術
が
も
た
ら
す
情
報
そ
の
も
の
へ
の
新
た
な
意
味
づ
け
や
そ
れ
ら
の
統
合
に
よ
る
人
物
像
の
創
出
が
人
間
の
尊
厳
へ
及
ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト

の
重
大
さ
を
懸
念
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
あ
ら
ゆ
る
個
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
流
通
が
そ
う
し
た
危
険
を
は
ら
む
と
し
、
個
人
デ
ー
タ
の
処
分
を
総
じ
て
デ
ー
タ
主
体

の
決
定
権
に
委
ね
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
点
に
対
し
て
は
、
伝
統
的
な
領
域
理
論Sphärentheorie

（
個
人
の
生
活
領
域
を
、
そ
の
社
会
的
関
連
性
に
照
ら
し
て
段
階
的
に
区

分
し
、
絶
対
的
な
保
護
か
ら
比
例
原
則
に
よ
る
緩
や
か
な
保
護
ま
で
各
段
階
に
応
じ
た
保
護
を
考
慮
す
る
考
え
方
）
と
の
不
整
合
な
い
し
は
人
格
権
の
著
し
い
相
対
化
を
も
た

ら
す
と
の
批
判
も
あ
る
。Schneider, H

ans, A
nm

erkung zu B
V

erfG
, U

rt. v. 15.12.1983 （F
n. 34

）, in: D
Ö

V
 1984, 161 ff.

（
42
）　G

esetz zur F
ortentw

icklung der D
atenverarbeitung und des D

atenschutzes vom
 20.12.1990, B

G
B

l. I 1990, 2954. 

一
九
九
〇
年
改
正
Ｂ
Ｄ
Ｓ
Ｇ
の
紹
介

と
し
て
、
野
村
武
司
﹁
改
正
ド
イ
ツ
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
﹂
東
社
一
二
号
一
二
三
頁
（
一
九
九
三
年
）。

（
43
）　

一
九
九
〇
年
改
正
Ｂ
Ｄ
Ｓ
Ｇ
に
お
け
る
デ
ー
タ
主
体
の
権
利
に
関
す
る
規
定
（
二
〇
条
お
よ
び
三
五
条
︱
両
条
の
見
出
し
も
﹁
デ
ー
タ
の
訂
正
、
消
去
お
よ
び
利
用
停
止
﹂

に
変
更
さ
れ
た
）
の
内
容
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
二
〇
条
は
公
的
機
関
、
三
五
条
は
民
間
セ
ク
タ
ー
お
よ
び
競
争
的
事
業
目
的
の
公
機
関
に
よ
る
デ

ー
タ
処
理
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
従
来
の
三
分
類
か
ら
二
分
類
に
変
更
さ
れ
た
。

　
　

①　

不
正
確
な
デ
ー
タ
は
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
各
条
一
項
）

　
　

②　

次
の
場
合
に
は
、
デ
ー
タ
を
消
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　
　

・ 

デ
ー
タ
が
不
正unzulässig

に
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
（
同
二
項
一
号
）

　
　
　
　
　

・ 

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
（
健
康
状
態
、
刑
事
犯
罪
、
法
令
違
反
、
宗
教
的
・
政
治
的
意
見
に
関
す
る
デ
ー
タ
）
で
あ
っ
て
保
存
者
に
よ
り
真
実
性
が
証
明
さ
れ
な
い
場

合
（
三
五
条
二
項
二
号
）

　
　
　
　
　

・ 

管
掌
事
務
の
遂
行
や
自
己
の
デ
ー
タ
処
理
目
的
に
照
ら
し
て
必
要
で
な
く
な
っ
た
場
合
（
二
〇
条
二
項
二
号
、
三
五
条
二
項
三
号
）

　
　
　
　
　

・ 

営
業
目
的
で
転
送
す
る
た
め
の
処
理
に
お
い
て
、
最
初
の
保
存
か
ら
五
年
経
過
後
に
さ
ら
な
る
保
存
が
不
要
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
合
（
三
五
条
二
項
四
項
）

　
　

③　

次
の
場
合
に
は
、
デ
ー
タ
の
消
去
に
か
え
て
利
用
停
止
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（
各
条
三
項
）

　
　
　
　
　

・ 

法
令
ま
た
は
契
約
上
の
保
存
期
間
に
抵
触
す
る
場
合
（
同
一
項
）

　
　
　
　
　

・ 

デ
ー
タ
を
消
去
す
る
と
デ
ー
タ
主
体
の
不
利
益
と
な
る
場
合
（
同
二
項
）

　
　
　
　
　

・ 

デ
ー
タ
の
消
去
が
不
可
能
ま
た
は
過
分
の
費
用
を
必
要
と
す
る
場
合
（
同
三
項
）

　
　

④　

真
実
性
に
争
い
が
あ
り
、
真
偽
を
確
定
で
き
な
い
デ
ー
タ
は
、
利
用
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
各
条
四
項
）

　
　
（
各
条
五
項
以
下
は
省
略
）
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Ⅲ　

Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
法
とright to be forgotten

１　

承　

前

　

個
人
デ
ー
タ
保
護
法
上
で
デ
ー
タ
主
体
に
付
与
さ
れ
る
各
種
の
権
利
（
デ
ー
タ
処
理
の
適
法
性
を
支
え
る
デ
ー
タ
主
体
の
同
意
、
デ
ー
タ

取
得
・
保
存
を
知
ら
さ
れ
る
権
利
、
デ
ー
タ
の
訂
正
・
消
去
・
利
用
停
止
を
求
め
る
権
利
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ク
セ
ス
権
）
が
、
当
初
か
ら
、

究
極
的
に
は
デ
ー
タ
主
体
の
人
格
権
保
障
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
（
前
述
Ⅱ
１
を
参
照
）。
も
っ
と
も

そ
の
過
程
で
は
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、
情
報
社
会
の
発
達
に
伴
っ
て
、
い
わ
ば
人
格
の
内
面
や
私
生
活
領
域
の
秘
め
事
と
社
会
と
の
接

触
を
み
ず
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
（
放
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
）
か
ら
、
将
来
に
向
け
て
の
自
己
の
人
格
イ
メ
ー
ジ
形
成
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
へ
の
展
開
が
み
ら
れ
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
が
定
め
る
デ
ー
タ
主
体
の
権
利
に
新
た
な
意
味
が

吹
き
込
ま
れ
た
。
仮
に
、
デ
ー
タ
保
護
法
の
権
利
規
定
が
こ
う
し
た
デ
ー
タ
主
体
の
基
本
的
権
利
な
い
し
情
報
自
己
決
定
権
の
直
接
的
効
力

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
例
外
的
な
制
約
は
あ
り
う
る
に
せ
よ
、
問
題
の
デ
ー
タ
が
メ
デ
ィ
ア
上
で
公
表
さ
れ
た
の

で
あ
れ
検
索
結
果
リ
ス
ト
に
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
、
一
種
の
物
権
的
な
支
配
権
限
に
基
づ
く
自
己
情
報
の
消
去
請
求
権
と
し
て
理
解

す
る
余
地
も
出
て
こ
よ
う
。
あ
る
い
は
、
右
の
よ
う
な
デ
ー
タ
主
体
の
情
報
自
己
決
定
権
の
内
実
が
、
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
制
に
内
在
す
る

利
益
衡
量
を
経
て
は
じ
め
て
明
ら
か
と
な
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
検
索
エ
ン
ジ
ン
と
い
っ
た
情
報
社
会
を
支
え
る
技
術
を

介
し
て
、
関
係
当
事
者
の
利
益
が
ど
の
よ
う
に
絡
み
合
う
の
か
、
現
代
社
会
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
技
術
が
デ
ー
タ
保
護
法
上
ど
の
よ
う
に
扱

わ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

二
〇
一
四
年
五
月
一
三
日
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
先
行
判
決）
（（
（

（
以
下
、Google

ス
ペ
イ
ン
判
決
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
表
さ
れ
て
い
る

個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
保
護
法
上
の
消
去
権
に
基
づ
き
、
デ
ー
タ
主
体
が
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
上
で
自
己
の
名
前
と
当
該
情
報
と
の
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関
連
付
け
を
切
断
す
る
こ
と（
自
己
の
名
前
を
用
い
た
検
索
の
結
果
リ
ス
ト
に
当
該
情
報
へ
の
リ
ン
ク
が
表
示
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
措
置
）

を
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
に
対
し
て
要
求
す
る
権
利
を
認
め
た
。
し
か
も
そ
の
権
利
は
、
リ
ン
ク
先
の
情
報
じ
た
い
が
消
去
さ
れ
る
べ
き

も
の
か
否
か
に
関
係
な
く
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
検
索
結
果
の
み
に
関
し
て
独
立
し
て
要
求
し
う
る
と
さ
れ
た
。
同
判
決
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に

国
内
法
化
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
デ
ー
タ
保
護
指
令（
（（
（

（
以
下
、
デ
ー
タ
保
護
指
令
ま
た
は
単
に
指
令
）
の
解
釈
を
示
し
た
も
の
だ
が
、
個

人
デ
ー
タ
保
護
法
制
の
下
で
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
自
動
的
・
機
械
的
処
理
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
、
当
該
事
業
者
に
い
か
な
る
法

的
責
務
が
課
さ
れ
得
る
か
が
初
め
て
問
題
と
さ
れ
た
点
で
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
右
の
よ
う
な
デ
ー
タ
主
体

の
権
利
を
容
認
す
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
情
報
（
判
決
に
よ
れ
ば
、
公
表
す
る
こ
と
じ
た
い
は
違
法
で
な
い
情
報
も
含
ま
れ
る
）

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
事
実
上
遮
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
制
約
が
、
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
の
い
か
な
る
解
釈
に
よ
っ
て
正
当
化
さ

れ
た
の
か
、
こ
の
点
を
確
認
し
て
み
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
い
て
展
開
を
み
せ
つ
つ
あ
る
私
法
上
の
検
索
結
果
表
示
差
止
請
求
権
の
意
義
や

限
界
を
考
え
る
う
え
で
も
意
義
深
い
と
思
わ
れ
る
。

　

同
判
決
は
、
ま
た
、
事
前
に
提
出
さ
れ
考
慮
さ
れ
た
法
務
官
意
見
と
全
く
異
な
る
解
釈
・
判
断
を
示
し
た
点
で
も
話
題
に
な
っ
た
。
両
者

の
相
違
点
は
、
ま
さ
に
本
稿
の
右
関
心
に
沿
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
以
下
で
は
、
法
廷
意
見
の
構
造
を
法
務
官
意
見
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ

り
、
両
者
の
特
徴
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

２　

デ
ー
タ
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
指
令
（
一
九
九
五
年
）
と
基
本
的
権
利

　

判
決
の
詳
細
に
入
る
ま
え
に
、
デ
ー
タ
保
護
指
令
と
基
本
権
保
護
の
関
係
、
お
よ
び
同
判
決
で
解
釈
の
対
象
と
な
っ
た
諸
規
定
を
確
認
し

て
お
く
。
第
一
に
、
同
指
令
の
正
当
性
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
補
充
性
か
ら
、
加
盟
国
の
デ
ー
タ
保
護
法
制
の
乱
立
が
域
内
市
場
統
合
の
障
害
で
あ

り
、
こ
れ
を
除
去
す
る
必
要
性
が
存
在
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
（
Ｅ
Ｃ
設
立
条
約
一
〇
〇
ａ
条
、
現
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
一
一
四
条）
（₆
（

）。
他
方



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

九
九
〇

民
事
救
済
と
し
て
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

三
一
三
八

で
本
指
令
は
、
次
の
と
お
り
、
一
条
の
一
項
で
、
自
然
人
の
基
本
的
権
利
と
自
由
の
保
護
を
個
人
デ
ー
タ
保
護
の
第
一
次
的
目
的
と
し
て
謳

い
あ
げ
て
い
る）
（₇
（

。

第
一
条
（
本
指
令
の
目
的
）

　

１ 　

加
盟
国
は
、
本
指
令
に
従
っ
て
、
自
然
人
の
基
本
的
権
利
お
よ
び
自
由
、
な
ら
び
に
特
に
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
関
わ
る
自
然
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
権
利
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２ 　

加
盟
国
は
、
一
項
に
基
づ
い
て
付
与
さ
れ
る
保
護
と
結
び
つ
い
た
理
由
に
よ
り
、
加
盟
国
間
の
個
人
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
転
を
制
限
ま
た

は
禁
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

先
に
み
た
ド
イ
ツ
で
の
展
開
の
継
受
と
い
っ
た
単
純
な
関
係
を
認
め
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
は
い
え
、
初
期
の
個
人
デ
ー
タ
保

護
法
制
と
の
比
較
で
み
れ
ば
、
す
く
な
く
と
も
、
個
人
デ
ー
タ
の
濫
用
防
止
（
間
接
的
に
個
人
の
利
益
を
保
護
）
と
い
う
構
造
か
ら
、
個
人

の
基
本
的
権
利
の
保
護
の
た
め
の
制
度
へ
と
い
う
方
向
を
意
識
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
と
の
関
連
で
は
、
さ
ら
に
、
次
の
Ｅ
Ｕ
法
の
展
開
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｃ
は
、
域
内
市
場
の
創
設
を
使
命
と

し
て
き
た
か
ら
、
従
来
、
独
自
の
基
本
権
カ
タ
ロ
グ
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
権
限
領
域
が
拡
大
し
、
Ｅ
Ｕ
法
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
Ｅ
Ｕ
法
の
優
先
性
と
加
盟
国
の
憲
法
秩
序
と
の
間
に
一
定
の
緊
張
関
係
が
生
じ
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
で
は
、

国
内
に
お
け
る
﹁
Ｅ
Ｕ
法
の
合
憲
性
﹂
が
し
ば
し
ば
議
論
に
な
っ
て
き
た）
（₈
（

。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
に
よ
り
、﹁
加
盟
国
に
共
通

す
る
憲
法
的
伝
統
お
よ
び
国
際
条
約
（
特
に
欧
州
人
権
条
約
）﹂
に
基
づ
く
Ｅ
Ｕ
法
の
審
査
・
判
断
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
、

Ｅ
Ｕ
条
約
（
一
九
九
二
年
署
名
、
一
九
九
三
年
発
効
）
旧
六
条
二
項
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
条
約
が
保
障
す
る
人
権
お
よ
び
加
盟
国
に
共
通

す
る
憲
法
的
伝
統
が
Ｅ
Ｕ
法
の
一
般
原
則
で
あ
る
旨
が
宣
言
さ
れ
、
さ
ら
に
現
在
は
、（
欧
州
憲
法
条
約
が
頓
挫
し
た
後
の
）
リ
ス
ボ
ン
条



（　
　
　
　

）

民
事
救
済
と
し
て
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

九
九
一

三
一
三
九

約
（
二
〇
〇
七
年
署
名
、
二
〇
〇
九
年
発
効
）
に
よ
っ
て
同
条
が
大
き
く
改
正
さ
れ）
（₉
（

、
欧
州
人
権
条
約
お
よ
び
そ
の
後
の
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章

に
、﹁
Ｅ
Ｕ
の
基
本
条
約
と
同
一
の
価
値
﹂
す
な
わ
ち
一
次
法
と
し
て
の
拘
束
力
が
付
与
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

デ
ー
タ
保
護
指
令
と
の
関
係
で
は
、
先
に
挙
げ
た
欧
州
人
権
条
約
八
条
（
私
生
活
お
よ
び
家
庭
の
尊
重
）
一
項
、
こ
れ
と
同
一
内
容
の
Ｅ

Ｕ
基
本
権
憲
章
七
条
に
加
え
、
個
人
デ
ー
タ
保
護
の
権
利
に
関
す
る
同
憲
章
八
条）
（₀
（

が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
（
い
ず
れ
も

前
掲
）、
本
指
令
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
基
本
権
規
定
（
と
く
に
二
〇
〇
七
年
以
降
は
、
個
人
デ
ー
タ
保
護
の
権
利
の
保
障
）
が
、

Ｅ
Ｕ
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
制
の
基
礎
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
る）
（₁
（

。

　

し
か
し
第
二
に
、デ
ー
タ
保
護
指
令
が
Ｅ
Ｃ
設
立
条
約
一
〇
〇
ａ
条
（
現
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
一
一
四
条
）
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、

自
然
人
の
基
本
的
権
利
お
よ
び
自
由
の
保
護
が
指
令
の
目
的
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
自
体
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
か

ね
て
よ
り
Ｅ
Ｃ
Ｊ
が
Ｅ
Ｕ
法
と
基
本
権
保
護
の
調
整
に
取
り
組
み
、
最
終
的
に
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｕ
の
基
本
権
尊
重
に
実
定
法
上

の
根
拠
が
与
え
ら
れ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
は
、
基
本
条
約
に
定
め
ら
れ
た
Ｅ
Ｕ
の
権
限
を
拡
大
す
る
も
の
で
は
な
い
。
デ
ー
タ
保
護
指
令

に
関
し
て
い
え
ば
、
同
指
令
は
、
域
内
市
場
に
お
け
る
モ
ノ
・
ヒ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
資
金
の
自
由
移
動
の
保
障
の
た
め
の
立
法
権
限）
（₂
（

に

基
づ
く
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
権
限
問
題
は
、
例
え
ば
、
二
〇
一
三
年
のÖ

sterreich
isch

er R
u

n
d

fu
n

k

判
決）
（₃
（

で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
同
事
件
は
、
公
法
人

の
監
査
に
関
し
、
監
査
結
果
の
公
表
を
前
提
と
し
て
、
氏
名
を
含
む
従
業
員
の
収
入
等
の
情
報
を
収
集
・
提
供
す
る
旨
を
定
め
る
オ
ー
ス
ト

リ
ア
国
内
法
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
、
同
規
定
が
域
内
市
場
（
こ
こ
で
は
労
働
者
の
移
動
の
自
由
）
を
阻
害
す
る
規
定
と
言
え
る
の
か
否
か
、

仮
に
こ
れ
が
否
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
本
指
令
を
適
用
す
る
余
地
が
な
い
の
で
は
な
い
か
が
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
事
件
に
お
い
てT

izzano

法
務
官
意
見
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
指
令
の
前
文
で
は
、﹁
個
人
の
基
本
的
権
利

を
保
護
す
る
必
要
性
を
考
慮
し
、﹃
高
い
レ
ベ
ル
の
﹄
保
護
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
﹂）
（（
（

と
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、﹁
そ
れ
ら
前
文



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

九
九
二

民
事
救
済
と
し
て
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

三
一
四
〇

の
文
脈
お
よ
び
目
的
は
、
な
お
も
本
指
令
の
終
局
目
的
、
す
な
わ
ち
個
人
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
の
支
援
と
い
う
目
的
の
達
成
に
向
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
⋮
⋮
、
個
人
の
基
本
的
権
利
の
保
護
そ
れ
自
体
が
本
指
令
の
独
立
の
目
的
で
は
な
い
︹
強
調
マ
マ
︺﹂
と）
（（
（

。
そ
し
て
判
決

に
お
い
て
も
、﹁［
デ
ー
タ
保
護
指
令
］
は
、
⋮
⋮
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
関
し
、
個
人
を
保
護
す
る
国
内
規
定
の
調
和
を
通
じ
て
個
人
デ
ー

タ
の
自
由
な
移
動
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
﹂
で
あ
り
、
一
条
二
項
が
そ
の
旨
を
定
め
て
い
る
と
強
調
さ
れ
て
い
る）
（₆
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
法
は
あ
く
ま
で
そ
の
権
限
内
の
立
法
に
お
い
て
個
人
の
基
本
的
権
利
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ

て
、
し
た
が
っ
て
、
個
人
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
も
、
デ
ー
タ
主
体
の
基
本
的
権
利
の
保
護
そ
れ
自
体
か
ら
実
体
的
な
請
求

権
が
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
自
由
な
情
報
流
通
を
保
障
す
る
一
方
で
デ
ー
タ
主
体
の
基
本
的
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
枠
組
み

が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
か
（
そ
う
し
た
観
点
か
ら
み
て
、
デ
ー
タ
主
体
に
付
与
さ
れ
た
権
利
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
の
か
）、
と
い
う

観
点
か
ら
望
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
ほ
か
、
や
や
冗
長
に
な
る
が
、
解
釈
の
対
象
に
な
っ
た
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
具
体
的
規
定
を
以
下
に
掲
げ
る
。

第
六
条
［
デ
ー
タ
の
質
に
関
す
る
原
則
］

　
　

１　

加
盟
国
は
、
個
人
デ
ー
タ
が
次
の
各
号
に
定
め
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

⒜
お
よ
び
⒝　
（
省
略
）

　
　
　
　

⒞ 　

個
人
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
、
お
よ
び
／
ま
た
は
、
二
次
処
理
さ
れ
る
目
的
と
の
関
係
で
十
分
か
つ
有
意
で
あ
り
、
過
剰
で
な
い
こ

と

　
　
　
　

⒟ 　

正
確
性
が
、
か
つ
必
要
な
場
合
に
は
更
新
が
、
維
持
さ
れ
る
こ
と
。
不
正
確
ま
た
は
不
完
全
な
デ
ー
タ
が
、
収
集
ま
た
は
二
次
処

理
さ
れ
る
目
的
に
照
ら
し
て
削
除
ま
た
は
訂
正
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
合
理
的
措
置
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と

　
　
　
　

⒠ 　

デ
ー
タ
が
収
集
ま
た
は
二
次
処
理
さ
れ
る
目
的
の
た
め
に
必
要
な
限
度
を
越
え
な
い
期
間
、
デ
ー
タ
主
体
の
身
元
確
認
が
可
能
な



（　
　
　
　

）

民
事
救
済
と
し
て
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

九
九
三

三
一
四
一

形
態
で
保
存
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
以
下
省
略
）

　
　
　

２　

一
項
が
遵
守
さ
れ
る
こ
と
の
確
保
は
、
デ
ー
タ
管
理
者
の
責
任
に
属
す
る
。

第
七
条
［
デ
ー
タ
処
理
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
た
め
の
基
準
］

　
　
　
　

加
盟
国
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
は
次
の
各
号
に
定
め
る
場
合
に
限
っ
て
許
さ
れ
る
旨
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

⒜
～
⒠　
（
省
略
）

　
　
　
　

⒡ 　

デ
ー
タ
の
処
理
が
、
管
理
者
ま
た
は
当
該
デ
ー
タ
が
開
示
さ
れ
る
一
以
上
の
第
三
者
に
よ
る
正
当
な
利
益
の
追
求
の
た
め
に
必
要

で
あ
る
場
合
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
利
益
よ
り
も
、
第
一
条
一
項
に
基
づ
い
て
保
護
が
要
請
さ
れ
る
デ
ー
タ
主
体
の
基
本
的
権
利
お

よ
び
自
由
の
た
め
の
利
益
が
優
越
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
一
二
条
（
ア
ク
セ
ス
権
）

　
　
　

 　

加
盟
国
は
、
す
べ
て
の
デ
ー
タ
主
体
に
対
し
、
管
理
者
か
ら
、
次
の
各
号
が
定
め
る
事
項
を
得
る
べ
き
権
利
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　
　
　

⒜ 　
（
省
略
）

　
　
　
　

⒝ 　

デ
ー
タ
の
処
理
が
本
指
令
の
規
定
を
遵
守
し
て
い
な
い
場
合
に
、
特
に
デ
ー
タ
の
質
に
お
い
て
不
完
全
ま
た
は
不
正
確
で
あ
る
こ

と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
デ
ー
タ
を
適
宜
に
訂
正
、
削
除
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と

　
　
　
　

⒞ 　
（
省
略
）

第
一
四
条
（
デ
ー
タ
主
体
の
異
議
申
立
権
）

　
　
　
　

加
盟
国
は
、
デ
ー
タ
主
体
に
対
し
、
次
の
各
号
に
定
め
る
権
利
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

⒜ 　

第
七
条
⒠
お
よ
び
⒡
で
言
及
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
少
な
く
と
も
、
い
か
な
る
時
点
に
お
い
て
も
、
デ
ー
タ
主
体
の
個
別
的
な
事

情
に
関
す
る
や
む
を
得
ざ
る
正
当
な
理
由
に
基
づ
い
て
、
自
己
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
処
理
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
る
権
利
。（
中

略
）
異
議
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
管
理
者
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
処
理
は
、
以
後
当
該
デ
ー
タ
を
含
む
こ
と
が
で

き
な
い
。（
以
下
省
略
）



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

九
九
四

民
事
救
済
と
し
て
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

三
一
四
二

３　
Google

ス
ペ
イ
ン
事
件
Ｅ
Ｃ
Ｊ
先
行
判
決
（
二
〇
一
四
年
）

⑴　

事
実
関
係
と
争
点

　

一
九
九
八
年
初
め
、
ス
ペ
イ
ン
の
Ａ
社
が
発
行
す
る
全
国
紙
に
、
社
会
保
険
の
債
権
回
収
に
関
連
す
る
不
動
産
競
売
手
続
に
つ
い
て
の
公

告
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
中
で
Ｘ
が
競
売
物
件
の
所
有
者
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
同
日
付
の
新
聞
は
電
子
版
と
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
ア
ク
セ
ス
可
能
な
状
態
に
お
か
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、G
oogle

検
索
に
お
い
て
Ｘ
の
氏
名
を
入
力
す
る
と
、
上
記
記
事
ペ
ー
ジ
へ

の
リ
ン
ク
と
と
も
に
、
そ
れ
が
競
売
手
続
の
記
事
で
あ
る
旨
が
検
索
結
果
と
し
て
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｘ
は
、
二
〇
〇
九
年
一
一

月
以
降
、
Ａ
社
お
よ
びG

oogle
ス
ペ
イ
ン
法
人
に
対
し
て
苦
情
を
申
し
立
て
た
が
い
ず
れ
も
奏
功
し
な
か
っ
た
の
で
、
二
〇
一
〇
年
三
月

五
日
、
ス
ペ
イ
ン
の
デ
ー
タ
保
護
法）
（₇
（

に
基
づ
い
て
、
同
法
を
管
轄
す
る
ス
ペ
イ
ン
個
人
デ
ー
タ
保
護
局
（
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｄ
）
に
対
し
、
Ａ
社
に
は

当
該
記
事
中
の
個
人
情
報
の
削
除
ま
た
は
変
更
を
、G

oogle

ス
ペ
イ
ン
社
お
よ
び
米G

oogle

社
に
は
当
該
記
事
中
の
個
人
情
報
が
検
索
結

果
に
含
ま
れ
な
い
よ
う
消
去
ま
た
は
隠
蔽
す
る
と
と
も
に
、
当
該
記
事
へ
の
リ
ン
ク
の
削
除
を
命
ず
る
よ
う
申
し
立
て
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｄ
は
、
同
年
六
月
三
〇
日
、
Ａ
社
に
対
す
る
申
立
て
に
つ
い
て
は
労
働
・
社
会
政
策
省
の
命
令
に
基
づ
く
公
示
で
あ
る
と
の
理
由

で
排
斥
し
た
う
え
で
、G

oogle

両
社
に
対
す
る
申
立
て
を
認
容
し
た
。
こ
れ
に
対
し
てG

oogle

両
社
が
、
当
該
決
定
を
不
服
と
し
て
ス
ペ

イ
ン
国
内
裁
判
所
に
提
訴
し
た
と
こ
ろ
、
同
裁
判
所
が
、
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
制
定
後
に
発
達
し
た
検
索
エ
ン
ジ
ン
技
術
が
問
題
と
な
る
本

件
で
は
検
索
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
同
指
令
上
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
と
し
て
、
同
指
令
の
解
釈
に
つ
い
て
Ｅ

Ｃ
Ｊ
に
先
決
決
定
を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｃ
Ｊ
に
対
し
て
照
会
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
、»right to be forgotten«
に
関
係
す
る
の
は
次
の
五
点
で
あ
っ
た）
（₈
（

。

① 　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
さ
れ
て
い
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
（
ネ
ッ
ト
上
の
既
存
情
報
の
所
在
を
特
定
し
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
自
動
的
に
イ
ン
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デ
ッ
ク
ス
化
し
、
一
時
的
に
情
報
を
存
し
た
う
え
で
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
利
用
者
の
指
示
に
該
当
す
る
情
報
を
探
し
出
し
て
リ
ス
ト
を
提
供
す
る

プ
ロ
セ
ス
か
ら
な
る
））
（₉
（

は
、
そ
こ
に
個
人
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
指
令
二
条
ｂ
の
﹁
デ
ー
タ
処
理processing of data

﹂
に
該
当
す

る
か
。

② 　

検
索
エ
ン
ジ
ン
運
営
者
は
、
指
令
二
条
ｄ
の
﹁
デ
ー
タ
管
理
者controller

﹂
に
該
当
す
る
か
。

③ 　

監
督
官
庁
（
ス
ペ
イ
ン
の
場
合
は
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｄ
）
は
、
指
令
に
定
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
主
体
の
権
利
（
指
令
一
二
条
ｂ
お
よ
び
指
令
一
四
条
１
ａ
）

の
た
め
に
、
問
題
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
管
理
者
に
事
前
ま
た
は
同
時
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者

に
対
し
て
直
接
、
問
題
の
検
索
結
果
の
消
去
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

④ 　

検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
消
去
義
務
は
、
問
題
の
情
報
が
第
三
者
に
よ
っ
て
適
法
に
公
表
さ
れ
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
続
け
る
場

合
に
は
、
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
。

⑤ 　

指
令
一
二
条
ｂ
お
よ
び
一
四
条
ａ
が
定
め
る
デ
ー
タ
主
体
の
権
利
は
、
第
三
者
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
個
人
デ
ー
タ
に
関
し
、

デ
ー
タ
主
体
が
、
当
該
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
に
知
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
望
む
こ
と
を
理
由
に
、（
当
該
情
報
の
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
化
を
や
め
さ
せ
る
た
め
）
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
に
対
し
て
行
使
し
う
る
権
利
に
ま
で
拡
張
さ
れ
る
か
。

　

こ
の
う
ち
①
と
②
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
や
そ
の
事
業
者
が
そ
も
そ
も
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
の
適
用
対
象
か
否
か
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

③
と
④
で
は
、
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
情
報
の
媒
介
者
た
る
性
質
を
考
慮
し
た
と
き
に
、
情
報
源
た
る
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
管
理
者
の
責
任
と
の
調
整
を
考
え
る
必
要
は
な
い
の
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
⑤
は
、
上
記
い
ず
れ
も
が
肯
定
的
に
答
え

ら
れ
る
と
し
て
も
、
デ
ー
タ
保
護
法
上
の
デ
ー
タ
主
体
の
権
利
を
、﹁
忘
れ
て
ほ
し
い
﹂
と
い
う
意
思
を
保
護
す
る
権
利
と
捉
え
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。»right to be forgotten«
の
用
語
は
、
登
場
以
来
そ
の
意
義
が
明
確
と
は
言
い
難
い
が
、

少
な
く
と
も
本
件
と
の
関
連
で
は
、
上
記
⑤
の
意
味
、
す
な
わ
ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
自
己
に
関
す
る
情
報
を
一
般
公
衆
に
よ
る
容
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易
な
ア
ク
セ
ス
か
ら
遮
断
し
て
ほ
し
い
と
い
う
デ
ー
タ
主
体
自
身
の
意
思
決
定
を
保
護
す
る
権
利
と
し
て
用
い
ら
れ
、
問
題
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
十
分
注
意
に
値
し
よ
う
。

⑵　

先
行
判
決
の
構
造

　

上
記
事
項
に
対
す
る
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
断
は
、
デ
ー
タ
主
体
の
基
本
的
権
利
お
よ
び
自
由
（
と
く
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
）
の
保
護
の
要
請
に
強
く

彩
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
判
断
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。

　

ま
ず
、
デ
ー
タ
保
護
法
に
お
け
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
お
よ
び
事
業
者
の
位
置
付
け
（
上
記
⑴
①
お
よ
び
②
）
に
関
し
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
指
令

二
条
⒝
お
よ
び
⒟
の
文
理
（
本
稿
注（
８
）も
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
未
公
開
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
や
、
デ
ー
タ
の
内
容
に
変
更
を
加
え
る
こ
と

な
ど
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
の
探
索
、
自
動
的
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
化
、
一
時
保
存
、
検
索
ユ
ー
ザ
ー
の
指

示
に
従
っ
て
利
用
可
能
な
も
の
に
し
て
提
供
す
る
と
い
う
一
連
の
操
作
が
同
条
⒝
の
定
め
る
﹁
デ
ー
タ
処
理
﹂
に
該
当
す
る
こ
と
も）
₆₀
（

、
そ
の

よ
う
な
デ
ー
タ
処
理
の
目
的
と
手
段
を
検
索
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
自
身
が
決
定
し
て
い
る
以
上
は
同
条
⒟
の
﹁
管
理
者
﹂
に
該
当
す
る
こ
と

も
）
₆₁
（

、
い
ず
れ
も
明
ら
か
だ
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
を
デ
ー
タ
媒
介
者interm

ediary

と
し
て
位
置
付
け
、
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
管
理
者
の
一
次
的
責
任
を
強
調
す
る
見
解）
₆₂
（

を
否
定
し
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
独
立
の
デ
ー
タ
管
理
者
と
し
て
の
責
任

を
負
う
べ
き
立
場
に
あ
る
と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
情
報
環
境
を
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
対
す
る
特
別
な
脅
威
で
あ
る
と
の
認
識
に
拠
っ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｃ
Ｊ
に
よ
れ
ば
、﹁
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
、
デ
ー
タ
主
体
の
氏
名
を
用
い
た
検
索
を
行
う
あ
ら
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
（
も
し
も

検
索
エ
ン
ジ
ン
が
な
け
れ
ば
当
該
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
到
達
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
利
用
者
も
含
ま
れ
て
い
る
）
に
個
人
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
デ
ー
タ
の
隅
々
ま
で
行
き
渡
ら
せ
る
決
定
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
争
う
余
地

が
な
い
。
そ
し
て
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
お
こ
な
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
の
収
集
・
再
構
成
⋮
⋮
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
個
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人
名
を
用
い
て
検
索
す
れ
ば
、
そ
の
検
索
結
果
リ
ス
ト
を
通
じ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
発
見
さ
れ
た
特
定
個
人
に
関
す
る
情
報
の
体
系

化
さ
れ
た
概
要
が
示
さ
れ
、
当
該
デ
ー
タ
主
体
の
多
少
な
り
と
も
詳
細
な
人
物
像profile

を
利
用
者
に
獲
得
さ
せ
る
と
い
う
結
果
を
も
た

ら
し
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
お
よ
び
個
人
デ
ー
タ
に
対
す
る
基
本
的
権
利
に
対
し

て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
し
か
も
そ
れ
は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
も
つ
影
響
に
比
べ
て
追
加
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
っ
て
、
検
索
エ
ン
ジ

ン
の
運
営
者
は
、
自
己
の
責
任
、
権
限
お
よ
び
能
力
の
範
囲
に
お
い
て
、
⋮
⋮
み
ず
か
ら
の
活
動
が
指
令
９
５
／
４
６
が
定
め
る
要
件
を
充

足
す
る
よ
う
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂）
₆₃
（

。
こ
の
よ
う
に
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
特
別
な
脅
威
を
も
ち
、
そ
の
脅
威
は
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
そ
れ
自
体
が
も
つ
脅
威
に
対
し
て
追
加
的
か
つ
重
大
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
追
加
的
部
分
に
対
応
す
る
責
任
を
、
独
立
に
負

う
べ
き
地
位
に
置
か
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
え
方
は
、
必
然
的
に
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
管
理
者
の
責
任
と
の
関
係
な
い
し
調
整
（
上
記
⑴
③
お
よ
び
④
）
の
検
討
に
お
い
て
も

整
合
的
に
貫
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
管
理
者
の
責
任
を
ま
ず
問
題
と
す
べ
き
で
あ
り
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
情
報
を
媒
介

す
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
見
解
も
あ
る
中
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
持
つ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
重
大
か
つ
追
加
的
な
脅
威
を
何
度

も
繰
り
返
し
強
調
し
た
う
え
で）
₆（
（

、
検
索
エ
ン
ジ
ン
自
体
が
追
求
す
る
利
益
は
、
原
則
と
し
て
デ
ー
タ
主
体
の
基
本
的
権
利
保
障
の
必
要
性
を

上
回
る
こ
と
は
な
く）
₆（
（

、
か
つ
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
管
理
者
と
は
別
個
に
検
索
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
み
に
向
け
ら
れ
た
権
利
を
認
め
な
け
れ
ば
デ

ー
タ
主
体
の
基
本
的
権
利
の
保
護
が
十
分
に
達
成
さ
れ
え
な
い）
₆₆
（

が
ゆ
え
に
、
指
令
一
二
条
⒝
（
お
よ
び
一
四
条
⑴
⒜
）
に
基
づ
き
、
検
索
結

果
か
ら
の
個
人
デ
ー
タ
の
消
去
を
求
め
る
権
利
を
、
原
則
と
し
て
認
め
う
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
こ
こ
で
の
問
題
に
、
検
索

エ
ン
ジ
ン
自
体
が
も
た
ら
す
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
追
加
的
脅
威
が
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
利
益
に
よ
っ
て
正
当
化

さ
れ
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
視
野
で
臨
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
一
定
の
例
外）
₆₇
（

を
除
い
て
、
個
人
の
基
本
的
権
利
と
の
間
で
衡
量
さ
れ
る
べ
き

は
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
に
よ
る
﹁
経
済
的
利
益
﹂
の
追
求
に
と
ど
ま
り）
₆₈
（

、
表
現
の
自
由
等
と
の
慎
重
な
衡
量
が
要
求
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
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ジ
管
理
者
に
よ
る
デ
ー
タ
処
理
の
正
当
性
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る）
₆₉
（

。

　

も
っ
と
も
、
個
人
デ
ー
タ
の
消
去
権
を
定
め
る
指
令
一
二
条
⒝
は
、
特
に
デ
ー
タ
の
質
（
六
条
⑴
⒟
が
定
め
る
完
全
性
と
正
確
性
）
の
確

保
を
念
頭
に
置
い
た
規
定
ぶ
り
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
（
上
述
２
を
参
照
）、
こ
の
ま
ま
で
は
、
デ
ー
タ
主
体
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
優

越
を
理
由
と
す
る
デ
ー
タ
消
去
を
導
く
こ
と
に
論
理
的
な
困
難
が
残
る
。
と
い
う
の
も
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
、
通
常
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
情
報
に
つ
い
て
正
確
な
リ
ス
ト
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
り
、
仮
に
参
照
先
デ
ー
タ
の
内
容
が
正
確
な
の
で
あ
れ
ば
、
正
確
な
情
報
の

拡
散
が
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
状
況
に
対
し
、
指
令
が
そ
う
し
た
デ
ー
タ
処
理
の
規
律
を
も
目
的
と
し
て
い
る
の

か
ど
う
か
が
解
釈
上
の
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
従
来
の
判
決
に
お
い
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

を
考
慮
し
て
解
釈
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
判
示
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
現
在
で
は
基
本
権
憲
章
七
条
お
よ
び
八
条
に
よ
っ
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
な
ら
び
に
個
人
デ
ー
タ
保
護
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
、
指
令
六
条
、
七
条
、
一
二
条
、
一
四
条
お
よ
び
二
八
条
が
こ
の
要
請
を
特

に
反
映
し
た
規
定
で
あ
る
と
の
理
解
を
示
し
た
う
え
で）
₇₀
（

、
一
二
条
⒝
が
定
め
る
権
利
に
つ
い
て
、
特
徴
的
な
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
同
条
の
権
利
は
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
例
示
的
で
あ
り
、
基
本
的
権
利
の
保
護
要
請
に
照
ら
し
て
、
デ
ー
タ
処
理
が
そ
の
他
の
要
件
に

合
致
し
て
い
な
い
場
合
に
も
、
や
は
り
消
去
を
求
め
る
権
利
が
生
じ
う
る）
₇₁
（

。
具
体
的
に
は
、
本
件
で
問
題
と
な
り
う
る
の
は
六
条
⒞
～
⒠
お

よ
び
七
条
⒡
が
定
め
る
基
準
で
あ
る
。

　

デ
ー
タ
主
体
自
身
の
意
思
決
定
の
保
護
を
根
拠
と
す
る
消
去
要
求
の
可
否
（
上
記
⑴
⑤
）
は
、以
上
の
解
釈
に
沿
っ
て
判
断
さ
れ
て
い
る
。

本
件
で
は
、
一
二
条
⒝
お
よ
び
一
四
条
⑴
⒜
が
定
め
る
権
利
は
あ
く
ま
で
問
題
の
デ
ー
タ
処
理
が
指
令
の
求
め
る
要
件
に
合
致
し
て
い
な
い

場
合
に
限
り
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見）
₇₂
（

も
提
出
さ
れ
て
い
た
な
か
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
、
次
の
よ
う
に
判
断
し

た
。
す
な
わ
ち
、
六
条
⒞
～
⒠
に
よ
れ
ば
﹁
時
の
経
過
に
よ
り
、
当
初
は
正
確
か
つ
適
法
だ
っ
た
デ
ー
タ
処
理
で
も
、
当
該
デ
ー
タ
が
、
収

集
ま
た
は
処
理
さ
れ
た
目
的
に
照
ら
し
て
も
は
や
不
必
要
と
な
っ
た
と
き
は
、
指
令
の
要
求
に
合
致
し
な
い
デ
ー
タ
処
理
と
な
る
﹂）
₇₃
（

の
で
あ
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り
、
ま
た
七
条
⒡
に
よ
れ
ば
﹁
個
人
デ
ー
タ
処
理
は
、
処
理
が
お
こ
な
わ
れ
る
全
期
間
に
わ
た
っ
て
指
令
七
条
に
基
づ
く
正
当
性
を
備
え
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂）
₇（
（

。
前
記
の
解
釈
に
沿
っ
て
、
デ
ー
タ
処
理
が
こ
れ
ら
の
基
準
に
合
致
し
な
い
場
合
に
は
、
一
二
条
⒝
に
基
づ
く
デ

ー
タ
主
体
の
請
求
に
よ
り
、
検
索
結
果
に
含
ま
れ
た
情
報
お
よ
び
リ
ン
ク
は
消
去
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
に
お
い
て
は
、
問
題
の

デ
ー
タ
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
お
よ
び
公
開
か
ら
一
六
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
デ
ー
タ
処

理
目
的
に
照
ら
し
て
不
必
要
で
あ
り
、
も
は
や
デ
ー
タ
主
体
の
利
益
を
上
回
る
正
当
性
を
失
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ

と
は
、（
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
利
用
者
が
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
権
利
が
特
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
例
外
的
な
場
合
を
除
い
て
）
一
般
的
に
は
デ

ー
タ
主
体
の
権
利
が
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
経
済
的
利
益
お
よ
び
利
用
者
の
情
報
ア
ク
セ
ス
権
に
優
先
す
る
と
評
価
す
べ
き
こ
と
か
ら
も
是
認
さ

れ
る）
₇（
（

、
と
。

４　

Jääskinen

法
務
官
意
見
と
の
比
較

⑴　

Google

ス
ペ
イ
ン
判
決
の
特
徴

　

日
本
で
は
、Google

ス
ペ
イ
ン
判
決
に
つ
い
て
、Ｅ
Ｃ
Ｊ
が
﹁
欧
州
人
権
条
約
へ
の
加
入
を
控
え
、ま
さ
に
基
本
権
を
保
障
す
る
﹃
憲
法
﹄

裁
判
所
と
し
て
の
役
割
を
自
覚
﹂
し
て
、﹁
憲
章
七
条
及
び
八
条
を
解
釈
す
る
中
で
、
デ
ー
タ
主
体
⋮
⋮
の
権
利
を
保
障
し
た
﹂
も
の
と
評

価
す
る
も
の
が
あ
る）
₇₆
（

。
も
っ
と
も
、
指
令
一
二
条
⒝
に
基
づ
く
デ
ー
タ
主
体
の
消
去
権
を
、
デ
ー
タ
主
体
の
意
思
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

あ
る
自
己
に
関
す
る
情
報
を
一
般
公
衆
に
よ
る
容
易
な
ア
ク
セ
ス
か
ら
遮
断
し
て
ほ
し
い
と
い
う
デ
ー
タ
主
体
自
身
の
意
思
決
定
）
を
保
護

す
る
権
利
と
捉
え
な
か
っ
た
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
具
体
的
規
律
に
お
い
て
如
何
な
る

権
利
と
義
務
の
配
分
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
で
の
規
定
の
解
釈
が
基
本
権
憲
章
の
要
請
に
適
っ
て
い
る
か
を
審
査
す
る
と
い

う
姿
勢
（
法
務
官
意
見
の
注
か
ら
）
を
崩
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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デ
ー
タ
保
護
指
令
の
目
的
と
し
て
の
デ
ー
タ
主
体
の
基
本
的
権
利
保
障
へ
の
言
及
は
、G

oogle

ス
ペ
イ
ン
判
決
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、

一
二
条
⒝
の
定
め
る
デ
ー
タ
主
体
の
権
利
（
消
去
請
求
権
）
の
要
件
と
し
て
遵
守
さ
れ
る
べ
き
指
令
の
規
定
の
範
囲
を
押
し
広
げ
、
同
権
利

が
、
デ
ー
タ
の
正
確
性
・
完
全
性
の
欠
如
の
み
な
ら
ず
、
指
令
六
条
⒞
～
⒠
お
よ
び
七
条
⒡
の
要
件
へ
の
不
合
致
（
デ
ー
タ
処
理
目
的
か
ら

の
逸
脱
ま
た
は
正
当
性
の
欠
如
）
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
そ
し
て
第
二
に
、
各
規
定
の
要
件

充
足
を
判
断
す
る
際
に
デ
ー
タ
主
体
の
基
本
的
権
利
の
保
護
要
請
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
検
索
エ

ン
ジ
ン
事
業
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
一
定
期
間
を
経
過
し
た
情
報
の
検
索
結
果
表
示
は
、
原
則
と
し
て
デ
ー
タ
主
体
の
基
本
的
権
利
保
障

が
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
経
済
的
利
益
に
優
先
す
る
が
ゆ
え
に
、
指
令
の
要
件
に
合
致
し
な
い
デ
ー
タ
処
理
に
あ
た
る
と
の
評
価
を
導
く

う
え
で
、
こ
れ
ら
判
断
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
し
て
援
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
た
し
か
に
、
デ
ー
タ
保
護
法
の
具
体
的

規
定
の
解
釈
へ
基
本
権
憲
章
に
よ
る
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
要
請
が
さ
ら
に
深
く
食
い
込
む
か
た
ち
で
、
デ
ー
タ
主
体
の
権
利
が
強

化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
そ
う
し
た
基
本
的
権
利
保
障
の
要
請
を
テ
コ
に
し
た
権
利
強
化
は
、
こ
れ
ま
で
は
保
障
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
利
益
を
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
概
念
に
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
デ
ー
タ
保
護
法
上
の
地
位
が
初
め
て
問
題
と
な
っ
た
本
件
に
お

い
て
、﹁
情
報
の
発
信
﹂
で
は
な
く
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
通
じ
た
﹁
広
範
囲
の
情
報
の
拡
散
﹂
を
従
前
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
に
対
す
る

新
た
な
脅
威
と
し
て
位
置
付
け
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
管
理
者
の
責
任
と
は
独
立
し
た
デ
ー
タ
管
理
者
︱
い
ま
や
、
自
己
の
活
動
が
固
有
に
有
す

る
デ
ー
タ
主
体
の
基
本
的
権
利
に
対
す
る
脅
威
に
つ
い
て
、
み
ず
か
ら
責
任
を
負
担
す
べ
き
者
︱
と
位
置
付
け
た
こ
と
が
、
本
判
決
の
決
定

的
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
と
は
反
対
の
見
解
を
述
べ
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
に

対
し
て
検
索
結
果
リ
ス
ト
か
ら
の
自
己
情
報
の
消
去
を
求
め
る
権
利
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
（
そ
れ
ゆ
え
、
検
索
結
果
の
消
去
を
求
め
る

権
利
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
）、
と
し
て
い
た
の
が
、Jääskinen

法
務
官
（
以
下
、
法
務
官
）
意
見
で
あ
る）
₇₇
（

。
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⑵　

法
務
官
意
見
と
先
行
判
決
の
分
岐
点

　

法
務
官
は
ま
ず
、
一
九
九
五
年
以
降
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
の
発
達
が
、
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
制
定
当
初
は
想
定
さ
れ
得
な
か
っ
た
事

態
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
の
点
を
問
題
視
す
る
こ
と
な
く
、
仮
に
盲
目
的
な
文
理
解
釈
に
陥
れ
ば
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
み
な
ら
ず
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
個
人
デ
ー
タ
を
含
み
う
る
限
り
で
﹁
デ
ー
タ
処

理
﹂
に
該
当
し
う
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
利
用
者
は
こ
と
ご
と
く
﹁
デ
ー
タ
管
理
者
﹂
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用

い
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
新
聞
の
購
読
や
、
調
査
の
た
め
の
判
決
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
え
も
、
出
発
点
と
し
て
は
全
て
デ
ー
タ
保

護
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
）。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
比
例
原
則
、
過
剰
介
入
禁
止
の
観
点
か
ら
問
題
を
生
じ
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

た
と
え
指
令
制
定
当
初
に
は
包
括
的
定
義
を
採
用
し
す
る
こ
と
で
十
全
な
権
利
保
障
を
期
し
た
の
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
当
時
の
情
報
技
術

を
前
提
と
し
た
決
断
で
あ
り
、
改
め
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
情
報
流
通
環
境
に
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
規
律
が
ど
の
よ
う
に
及
ぶ
べ
き

か
、﹁
個
人
デ
ー
タ
の
保
護
、
情
報
社
会
が
ど
こ
を
目
指
す
の
か
に
つ
い
て
の
首
尾
一
貫
し
た
理
解
、
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に

お
い
て
経
済
活
動
を
す
る
者
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
一
般
が
有
す
る
正
当
な
利
益
と
の
間
で
、
適
切
で
合
理
的
で
調
和
の
と
れ
た

均
衡
点
が
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂）
₇₈
（

、
と
。

　

デ
ー
タ
保
護
指
令
に
お
け
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
位
置
付
け
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
法
務
官
は
、
次
の
点
を
確
認
し
て
い
る）
₇₉
（

。
第
一
に
、

検
索
エ
ン
ジ
ン
は
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
検
索
機
能
に
限
っ
て
い
え
ば
、
あ
ら
か
じ
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
化
し
た
り
一
時
保
存
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
ス
ニ
ペ
ッ
ト
と
し
て
表
示
す
る
な
ど
、
必
ず
し
も
ユ
ー
ザ
ー
が
検
索
す
る
都

度
に
直
接
情
報
を
引
っ
張
っ
て
く
る
訳
で
は
な
い
と
は
い
え
、
新
た
な
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
み
出
す
も
の
で
は
な
い
。
他
方
で
第
二
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
る
個
人
デ
ー
タ
に
つ
き
、
デ
ー
タ
管
理
者
と
し
て
責
任
を
負
う
地
位
に
あ
る
の
は
、
本
来
的
に
は
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
管
理
者
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
地
位
は
従
来
の
伝
統
的
メ
デ
ィ
ア
の
発
行
者
の
責
任
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い）
₈₀
（

。



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

一
〇
〇
二

民
事
救
済
と
し
て
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

三
一
五
〇

　

こ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
、
な
お
も
次
の
二
点
で
、
個
人
デ
ー
タ
保
護
の
権
利
の
過
小
保
護
が
問
題
と
な
り
得
る）
₈₁
（

。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
問
題
と
な
る
個
人
デ
ー
タ
の
転
載
な
い
し
再
公
開
が
き
わ
め
て
容
易
に
お
こ
な
わ
れ
う
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
全

て
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
管
理
者
に
連
絡
を
つ
け
る
こ
と
は
困
難
ま
た
は
不
可
能
に
な
り
う
る
（
Ｅ
Ｕ
法
の
適
用
が
不
可
能
な
場
合
さ
え
あ
り
う

る
）
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
情
報
ア
ク
セ
ス
は
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
介
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る

（
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
き
わ
め
て
困
難
ま
た
は
不
可
能
で
あ
る
）
と
こ
ろ
、
氏
名
を
入
力
す
る
だ
け
で
当
該
個
人
に
関
連
す
る
情
報
を
き
わ

め
て
効
率
的
に
検
索
・
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
利
用
者
は
特
定
個
人
の
人
物
像
を
容
易
に
獲
得
で
き
て
し
ま
う
こ
と
で

あ
る
（
こ
う
し
た
人
物
像
の
形
成
へ
の
憂
慮
は
、
ま
さ
に
現
代
の
デ
ー
タ
保
護
法
制
の
動
機
で
あ
る
）。
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
件
に
お
い
て
﹁
検

討
を
要
す
る
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
事
業
者
は
、
み
ず
か
ら
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
通
じ
て
ア
ク
セ
ス
可
能
な
第
三
者
の

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
個
人
デ
ー
タ
に
関
し
て
責
任
を
負
う
の
か
否
か
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
よ
う

な
情
報
社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
つ
い
て
、
商
標
な
い
し
電
子
商
取
引
に
関
す
る
判
例
が
認
め
る
よ
う
な
﹃
二
次
的
責
任
﹄
を
認
め
る
べ
き

か
否
か
で
あ
る
﹂）
₈₂
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
法
務
官
は
、
先
行
判
決
と
同
様
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
追
加
的
で
特
別
な
脅
威
を
も
つ
と

の
認
識
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
先
行
判
決
で
は
、
そ
こ
か
ら
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
独
立
の
責
任
が
正
当
化
さ
れ
た
（
前
述
３
⑵
を
参
照
）

の
に
対
し
て
、
法
務
官
は
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
の
情
報
に
つ
い
て
の
補
充
的
・
二
次
的
な
責
任
を
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
に
課
す
こ
と
が
正

当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
と
位
置
付
け
た
。
法
務
官
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
た
情
報
の
探
索
、
自
動
的
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
化
、
一
時
保
存
、
検
索
ユ
ー
ザ
ー
の
指
示
に
従
っ
て
利
用
可
能
な
も
の
に
し
て
提
供
す
る
と
い
う
検
索
エ
ン
ジ
ン
上
の
一
連
の
操
作

が
指
令
二
条
⒝
の
定
め
る
﹁
個
人
デ
ー
タ
処
理
﹂
に
該
当
す
る
こ
と
に
は
異
論
を
唱
え
て
い
な
い
。
問
題
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
を
、

デ
ー
タ
保
護
指
令
の
下
で
デ
ー
タ
主
体
の
利
益
を
考
慮
す
る
義
務
を
負
う
べ
き
﹁
デ
ー
タ
管
理
者
﹂
に
該
当
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
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⑶　

法
務
官
意
見
の
概
要

　

デ
ー
タ
保
護
指
令
に
お
け
る
デ
ー
タ
管
理
者
の
一
般
的
意
義
に
つ
い
て
、
法
務
官
は
、
次
の
よ
う
な
理
解
を
提
示
す
る
。﹁
デ
ー
タ
保
護

指
令
は
、﹃
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
つ
い
て
の
目
的
と
手
段
を
決
定
す
る
﹄
者
と
定
義
し
て
い
る
﹂（
強
調
マ
マ
）
の
で
あ
り
、
個
人
デ
ー
タ

が
紛
れ
込
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
デ
ー
タ
を
処
理
す
る
者
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、﹁
指
令
全
体
の
枠
組
み
、
⋮
⋮
な
ら
び
に
管
理
者
に

課
さ
れ
る
個
々
の
義
務
は
、
管
理
者
が
個
人
デ
ー
タ
に
当
た
る
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
情
報
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、

管
理
者
が
、
デ
ー
タ
を
個
人
デ
ー
タ
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
目
的
の
た
め
に
そ
れ
ら
情
報
を
処
理
し
て
い
る
状
況
に
お
い

て
、
そ
こ
で
処
理
さ
れ
る
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て
管
理
者
が
責
任
を
引
き
受
け
るresp

on
sibility of th

e con
troller over the 

p
erson

a
l data

と
い
う
観
念
に
基
づ
い
て
い
る
︹
強
調
マ
マ
︺﹂）
₈₃
（

。
具
体
的
に
い
え
ば
、
指
令
六
条
や
七
条
は
、
み
ず
か
ら
が
処
理
し
て
い

る
デ
ー
タ
が
個
人
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
を
認
識
せ
ず
、
個
人
デ
ー
タ
処
理
を
念
頭
に
置
い
た
目
的
を
も
っ
て
デ
ー
タ
処
理
し
て
い
る
わ
け
で

な
い
者
に
、
指
令
へ
の
準
拠
、
他
者
の
利
益
へ
の
考
慮
を
求
め
る
こ
と
は
過
剰
な
負
担
を
強
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
理
解
に
即
し
て
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
位
置
付
け
れ
ば
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
、
み
ず
か
ら
が
運
用
す
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
に
置
か
れ
た
膨
大
な
デ
ー
タ
を
自
動
的
・
機
械
的
・
網
羅
的
に
処
理
す
る
中
で
、
指
令
の
規
範
に
準
拠
し
て
処
理
す
べ
き
個

人
デ
ー
タ
が
一
定
の
統
計
的
な
割
合
で
含
ま
れ
る
こ
と
し
か
認
識
し
て
い
な
い
。
個
々
の
具
体
的
な
個
人
デ
ー
タ
を
事
前
に
取
り
出
し
て
指

令
の
規
範
に
準
拠
し
た
対
応
を
と
る
こ
と
は
実
際
上
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
指
令
が
適
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
検

索
エ
ン
ジ
ン
の
運
用
そ
の
も
の
が
指
令
に
よ
っ
て
課
さ
れ
て
い
る
義
務
に
違
反
す
る
活
動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る）
₈（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
例
え

ば
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
管
理
者
が
組
み
込
ん
だ
ロ
ボ
ッ
ト
排
除
コ
ー
ド
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
り
、
自
己
の
サ
ー
バ
に
一
時
保
存
し
て
い
る
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
そ
の
管
理
者
か
ら
の
要
請
に
反
し
て
更
新
し
な
い
と
い
っ
た
例
外
的
か
つ
個
別
的
な
場
合
に
、
当
該
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

上
の
情
報
を
検
索
結
果
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
デ
ー
タ
管
理
者
と
し
て
独
自
の
責
任
を
負
う
こ
と
は
あ
り
得
る
と
し
て
も）
₈（
（

、
一
般
的
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に
は
上
記
の
理
由
か
ら
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
デ
ー
タ
管
理
者
に
当
た
ら
な
い
と
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）
₈₆
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
解
釈
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
補
充
的
・
二
次
的
責
任
の
正
否
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
視
点
の
下
で
、
次
の
よ
う
な

検
索
エ
ン
ジ
ン
の
機
能
の
理
解
か
ら
導
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
管
理
者
が
本
来
的
に
責
任
を
負
う

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
の
情
報
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
所
在
を
知
ら
せ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
、
個
々
の
情
報
の
内
容
を
精

査
し
管
理
で
き
る
可
能
性
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
、
利
用
者
に
対
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ど
こ
に
ど
の
よ
う

な
情
報
が
存
在
し
て
い
る
の
か
を
積
極
的
に
提
供
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
利
用
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
的
確
に
回
答
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
必
要
と
す
る
情
報
を
獲
得
す
る
た
め
の
不
可
欠
の
基
盤
と
な
っ

て
い
る
。﹁
本
訴
訟
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
デ
ー
タ
保
護
の
問
題
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
デ
ー
タ
主
体
の
氏
名
を
検
索
エ

ン
ジ
ン
に
入
力
し
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
公
示
記
事
を
掲
載
し
た
新
聞
社
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
が
提
示
さ
れ
て
は
じ
め
て
生
じ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
は
、
彼
自
身
に
し
か
分
か
ら
な
い
理
由
で
、
公
の
情
報
源
か
ら
デ
ー
タ
主
体
に
関

す
る
情
報
を
受
け
取
る
権
利
を
積
極
的
に
行
使
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
代
の
情
報
社
会
に
お
い
て
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
利
用
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
た
情
報
を
検
索
す
る
権
利
は
、
基
本
的
権
利
を
行
使
す
る
方
法
の
中
で
も
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

⋮
⋮
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
あ
る
個
人
に
関
す
る
情
報
を
検
索
し
た
時
に
、
も
し
も
、
検
索
結
果
が
当
該
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
正
し
く

反
映
し
た
も
の
で
な
く
、»bow

dlerise«

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
彼
の
情
報
を
得
る
権
利
は
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
︹
強

調
マ
マ
︺﹂）
₈₇
（

、
と
。

　

繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
先
行
判
決
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
介
し
た
情
報
の
広
範
囲
の
拡
散
が
個
人
の
基
本
的
権
利
に
及
ぼ
す

イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
に
着
目
し
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
の
情
報
の
正
当
性
と
は
切
り
離
し
て
、
当
該
検
索
エ
ン
ジ
ン
固
有
の
個
人
デ
ー
タ
管

理
の
責
任
を
導
い
た
。
し
か
し
、
法
務
官
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
負
担
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
み
ず
か
ら
が
必
要
と
す
る
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情
報
に
的
確
に
ア
ク
セ
ス
す
る
利
用
者
の
権
利
を
歪
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
先
行
判
決
も
、
検

索
エ
ン
ジ
ン
利
用
者
の
利
益
を
全
く
無
視
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
外
的
に
、
情
報
が
も
つ
意
味
に
よ
っ
て
評
価
が
異
な
り
う
る
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
時
が
経
過
し
さ
え
す
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
検
索
結
果
が
消
去
さ
れ
う
る
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
ど
の
情
報
が
消
去
さ
れ
る
べ
き

で
ど
の
情
報
が
消
去
さ
れ
る
必
要
が
な
い
の
か
の
判
断
を
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
原
則
と
し
て
負
う
消
去
義
務
の
例
外
に
位
置
付
け
、
検
索
エ

ン
ジ
ン
の
責
任
に
お
い
て
情
報
の
精
査
を
要
求
す
る
こ
と
自
体
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
情
報
流
通
技
術
の
意
義
を
危
う
く
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。（
そ
れ
ゆ
え
法
務
官
は
、
い
わ
ゆ
る
通
知
と
削
除
の
原
則»notice and take dow

n«

に
よ
る
原
則
免
責
と
す
る
ル
ー
ル
さ
え

も
消
極
的
に
評
価
し
て
い
る）
₈₈
（

。）

（
44
）　G

oogle S
p

a
in

, su
p

ra
 note 7.

（
45
）　D

irective 95/46/E
C

, su
p

ra
 note 6.

（
46
）　

Ｅ
Ｃ
設
立
条
約
一
〇
〇
ａ
条
は
、
Ｅ
Ｕ
理
事
会
に
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
資
金
の
自
由
移
動
が
保
障
さ
れ
た
域
内
市
場
の
実
現
に
向
け
た
立
法
措
置
（
Ｅ
Ｃ
設

立
条
約
七
ａ
条
）
に
つ
い
て
は
、
諮
問
手
続
き
に
よ
り
、
域
内
市
場
の
創
設
お
よ
び
機
能
を
目
的
と
し
た
各
加
盟
国
国
内
法
調
和
の
た
め
の
立
法
措
置
を
と
る
権
限
が
あ
る
旨

を
定
め
て
い
た
。
現
行
の
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
で
も
、
欧
州
議
会
の
権
限
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
除
き
、
同
内
容
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

（
47
）　

な
お
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
一
九
八
〇
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け
て
、
一
九
八
一
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
で
デ
ー
タ
保
護
条
約
が
調
印
さ
れ
て
い
る
。C

ouncil 

of E
urope, C

onvention for the P
rotection of Individuals w

ith regard to A
utom

atic P
rocessing of P

ersonal D
ata, Strasbourg, 28.1.1981. 

同
条
約
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
成
果
（
前
掲
注（
30
））
と
の
協
調
の
下
に
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（paras. 14-16

）。
同
条
約
の
第
一
条
で
は
、﹁
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
、
個
人
デ
ー

タ
の
自
動
処
理
に
関
し
、
す
べ
て
の
個
人
の
権
利
と
基
本
的
自
由
、
と
り
わ
け
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
尊
重
を
保
障
す
る
﹂
旨
の
目
的
規
定
が
置
か
れ
た
。
デ
ー
タ
保
護
指

令
は
同
条
約
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的
規
定
も
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
48
）　

特
に
ド
イ
ツ
で
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
優
先
性
に
関
し
、
一
時
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
に
匹
敵
す
る
基
本
権
カ
タ
ロ
グ
が
な
い
限
り
、
二
次
法
の
合
憲
性
を
ド
イ
ツ
憲
法
裁
判
所
自
ら

が
審
査
す
る
と
の
立
場
が
採
ら
れ
（B

V
erfG

E
 37, 271 – S

ola
n

ge I

）、
そ
の
後
の
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
姿
勢
（
前
掲
注（
19
））
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。V

gl. 

dazu Z
ulegg, M

., Z
um

 V
erhältnis nationaler und europäischer G

rundrechte, E
uG

R
Z

 2000, S. 511.
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（
49
）　C

onsolidated V
ersion of the T

reaty on E
uropean U

nion art 6, ［2008

］ O
J C115/13, at 19.

（
50
）　S

ee text accom
panying notes 13 and 14.

（
51
）　Streinz （F

n. 17

）, R
n.64, 79, 731.

（
52
）　T

reaty establishing the E
uropean C

om
m

unity art 7a, ［1992

］ O
J C224/6, at 10.

（
53
）　Judgm

ent of 20 M
ay 2003, Ö

sterreich
ish

er R
u

n
d

fu
n

k, Joined C
ases C

-465/00, C
-138/01 and C

-139/01, E
U

:C
:2003:294.

（
54
）　D

irective 95/46/E
C

, su
p

ra
 note 6. recital 2, 3, 10.

（
55
）　O

pinion of A
G

 T
izzano delivered on 14 N

ovem
ber 2002, Joined C

ases C
-465/00, C

-138/01 and C
-139/01, E

U
:C

:2002:662, paras. 51-53. 

な
お
、

T
izzano

法
務
官
が
重
視
し
て
い
る
の
は
、
デ
ー
タ
保
護
指
令recital 7-9

で
あ
る
。

（
56
）　Ö

sterreich
ish

er R
u

n
d

fu
n

k, su
p

ra
 note 53, para. 39. 

な
お
、
判
決
で
は
、
自
然
人
の
基
本
的
権
利
の
保
護
を
本
指
令
独
立
の
目
的
と
み
た
上
で
の
解
釈
を
避
け
つ

つ
も
、﹁
労
働
者
の
移
動
の
自
由
の
行
使
に
直
接
ま
た
は
十
分
な
関
連
を
有
す
る
状
況
に
し
か
適
用
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
理
由
は
な
い
﹂
と
さ
れ
て
、
同
事
件
へ
の
本
指
令

の
適
用
自
体
は
認
め
ら
れ
た
。S

ee id
. para. 41.

（
57
）　

当
然
な
が
ら
、
同
法
は
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令
を
国
内
法
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
58
）　G

oogle S
p

a
in

, su
p

ra
 no te 7, para. 20.

（
59
）　

し
た
が
っ
て
、
以
下
本
稿
で
﹁
検
索
エ
ン
ジ
ン
﹂
と
表
記
す
る
際
は
全
て
﹁
ロ
ボ
ッ
ト
検
索
エ
ン
ジ
ン
﹂
の
意
味
で
あ
る
。

（
60
）　

G
oogle S

p
a

in
, su

p
ra

 note 7, paras. 27, 28.

（
61
）　Id

. para. 33.

（
62
）　

本
件
で
は
、
当
事
者
の
ほ
か
、
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
各
政
府
と
、
欧
州
委
員
会
が
意
見
を
提
出
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

G
oogle

社
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
選
別
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
処
理
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
内
容
に
つ
い
て
認
識
せ
ず
、
デ
ー
タ
内
容
を
管
理
す
る
こ
と

が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
ギ
リ
シ
ャ
政
府
は
、
一
時
保
存
メ
モ
リ
ー
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
に
技
術
的
必
要
性
を
超
え
て
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
い
た
場
合
を
除
い
て
、

検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
デ
ー
タ
管
理
者
に
該
当
し
な
い
と
の
意
見
を
提
出
し
て
い
た
。Id

. paras. 22, 24.

（
63
）　Id

. paras. 36-38.

（
64
）　Id

. paras. 80, 83, 87.

（
65
）　Id

. para. 81.
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（
66
）　Id

. para. 84. 

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
き
わ
め
て
容
易
に
複
製
・
再
公
開
さ
れ
得
る
こ
と
に
加
え
て
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
管
理
者
が
Ｅ
Ｕ
法
の
適
用
を
受
け
る
と

は
限
ら
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
。

（
67
）　Id

. para. 81. 

﹁
検
索
結
果
リ
ス
ト
か
ら
の
リ
ン
ク
の
消
去
は
、
問
題
と
な
る
情
報
に
よ
っ
て
は
、
当
該
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
潜
在
的
な
関
心
を
も
つ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
者
の
正
当
な
利
益
に
影
響
を
及
ぼ
す
﹂
こ
と
が
あ
る
か
ら
、﹁
原
則
と
し
て
、
デ
ー
タ
主
体
の
権
利
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
利
益
に
も
優
越
す
る
こ
と
は
真
実
で
あ

る
が
、
例
外
的
な
ケ
ー
ス
で
は
、
一
方
で
、
問
題
と
な
る
情
報
の
性
質
や
当
該
情
報
の
デ
ー
タ
主
体
の
私
生
活
に
対
す
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
他
方
で
、
当
該
情
報
を
得
る

こ
と
に
つ
い
て
の
一
般
公
衆
の
利
益
や
デ
ー
タ
主
体
の
社
会
的
な
地
位
・
役
割
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
こ
の
原
則
的
衡
量
は
変
わ
り
得
る
﹂
と
す
る
。

（
68
）　

Id
.

（
69
）　Id

. paras. 85, 86. 
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
で
の
デ
ー
タ
公
開
が
正
当
性
を
否
定
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
デ
ー
タ
処
理
は
﹁
第
一
に
、
デ
ー
タ
処
理
を
正

当
化
す
る
正
当
な
利
益
が
異
な
り
、
第
二
に
、
デ
ー
タ
主
体
に
も
た
ら
さ
れ
る
影
響
（
と
く
に
私
生
活
関
係
に
も
た
ら
さ
れ
る
影
響
）
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
﹂
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
衡
量
の
結
果
は
異
な
り
得
る
と
い
う
。

（
70
）　Id

. paras. 68, 69.

（
71
）　Id

. para. 70.

（
72
）　Id

. para. 90. 

デ
ー
タ
主
体
の
意
思
決
定
の
み
を
理
由
に
消
去
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
を
提
出
し
て
い
た
の
は
、
グ
ー
グ
ル
社
の
ほ
か
、
ギ
リ
シ
ャ
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
各
政
府
、
お
よ
び
欧
州
委
員
会
で
あ
る
。

（
73
）　

Id
. para. 93.

（
74
）　Id

. para. 95.

（
75
）　Id

. paras. 94-98.

（
76
）　

中
西
優
美
子
﹁G

oogle

とE
U

の
﹃
忘
れ
ら
れ
る
権
利
（
削
除
権
）﹄﹂
自
研
九
〇
巻
九
号
一
〇
三
頁
（
二
〇
一
四
年
）。

（
77
）　O

pinion of A
G

 Jääskinen delivered on 25 June 2013, C
-131/12, E

U
:C

:2013:424.

（
78
）　Id

. 28-31. 

こ
の
よ
う
に
、
指
令
制
定
当
初
に
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
を
理
由
に
、
実
質
的
な
再
解
釈
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、G

oogle

ス
ペ
イ
ン
判

決
が
初
め
て
で
は
な
い
。S

ee Judgm
ent of 6 N

ovem
ber 2003, L

in
d

qvist, C
-101/01, E

U
:C

:2003:596, paras. 67-70 （
適
切
な
保
護
基
準
を
持
つ
第
三
国
に
対
し
て

で
な
け
れ
ば
、
処
理
中
ま
た
は
処
理
予
定
の
個
人
デ
ー
タ
を
転
送
で
き
な
い
旨
を
定
め
る
指
令
二
五
条
に
関
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
内
の
サ
ー
バ
ー
に
設
置
し
た
自
己
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
個
人
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
他
国
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
る
と
き
に
、
適
切
な
保
護
基
準
の
な
い
第
三
国
に
デ
ー
タ
転
送
し
た
と
解
す
べ
き
か
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六

が
問
題
と
な
っ
た
事
例
）.

（
79
）　A

G
 O

pinion, su
p

ra
 note 77, paras 33-43.

（
80
）　

情
報
の
発
信
者
で
あ
る
う
え
に
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
情
報
拡
散
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
手
段
と
し
て
、
自
ら
の
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
探
索
・

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
化
を
制
限
す
る
手
段
（
い
わ
ゆ
る»robots.txt«

）
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（Id

. para. 41

）。

（
81
）　Id

. paras. 44, 45. 

（
82
）　Id

. para. 46.

（
83
）　Id

. paras. 80-82

（
84
）　Id

. para. 90

（
85
）　Id

. para. 93.

（
86
）　Id

. para. 89.

（
87
）　Id

. paras. 130-131.

（
88
）　Id

. para. 133

Ⅳ　

結
び
に
か
え
て
︱
忘
れ
ら
れ
る
権
利
と
民
法

　

こ
こ
ま
で
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
制
の
展
開
を
簡
単
に
辿
り
、Google

ス
ペ
イ
ン
判
決
の
理
解
を
試
み
て
き
た
が
、

最
後
に
、
日
本
で
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

を
め
ぐ
る
議
論
の
様
子
に
重
ね
合
わ
せ
て
、
気
に
な
る
点
を
書
き
留
め
て
お
き
た
い
。

　

日
本
で
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る
情
報
に
つ
い
て
、
当
該
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
で
被

害
を
受
け
て
い
る
と
す
る
主
張
す
る
者
（
Ｘ
）
が
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
（
Ｙ
）
に
よ
る
当
該
情
報
の
消
去
を
求
め
る
場
合
、
一
般
に
、

Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
当
該
情
報
表
示
差
止
め
の
仮
処
分
の
申
立
て
と
い
う
形
態
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
異
な
っ
て
、

個
人
情
報
保
護
法
二
〇
一
五
年
改
正
前
二
五
条
は
本
人
か
ら
取
扱
事
業
者
に
対
す
る
請
求
権
を
定
め
た
規
定
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
た）
₈₉
（

こ
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五
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と
も
あ
り
、
私
法
上
の
人
格
権
（
名
誉
な
い
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
）
侵
害
を
理
由
と
す
る
差
止
請
求
権
と
い
う
構
成
が
と
ら
れ
る
。

　

具
体
的
な
事
案
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、
①
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
サ
ジ
ェ
ス
ト
機
能
に
よ
り
、
Ｘ
の
氏
名
を
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
入
力

し
始
め
る
と
、
Ｘ
の
氏
名
と
他
の
語
句
と
の
組
合
せ
が
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
候
補
と
し
て
表
示
さ
れ
（
以
下
、
サ
ジ
ェ
ス
ト
表
示
）、
特
定
の

サ
ジ
ェ
ス
ト
表
示
を
選
択
し
て
検
索
を
実
行
す
る
と
当
該
検
索
語
句
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
が
検
索
結
果
リ
ス
ト
の
上
位
に

現
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
特
定
の
サ
ジ
ェ
ス
ト
表
示
の
消
去
を
求
め
る
ケ
ー
ス
と
、
②G

oogle

ス
ペ
イ
ン
判
決
と
同
様
に
、
Ｘ
の
氏
名
を

検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
利
用
し
た
場
合
に
、
検
索
結
果
と
し
て
表
示
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
お
よ
び
ス
ニ

ペ
ッ
ト
（
内
容
一
部
抜
粋
）
の
う
ち
、
特
定
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
関
す
る
も
の
の
消
去
を
求
め
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
（
現
在
ま
で
に
そ
れ
な
り

の
数
の
裁
判
例
が
見
出
さ
れ
る
が
、
未
公
表
の
も
の
が
多
く
を
占
め
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
詳
細
な
分
析
は
他
日
を
期
す
ほ
か
な
い
が
、
備
忘

の
た
め
に
脚
注
に
列
挙
す
る
。
以
下
、
本
文
で
各
判
決
に
言
及
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
付
し
た
番
号
で
表
示
す
る
。））
₉₀
（

。

　

G
oogle

ス
ペ
イ
ン
先
行
判
決
お
よ
び
法
務
官
意
見
で
交
わ
さ
れ
た
議
論
と
比
較
し
て
、
日
本
の
裁
判
例
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
、
検

索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
一
定
の
情
報
（
サ
ジ
ェ
ス
ト
、
検
索
結
果
と
し
て
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル
、
ス
ニ
ペ
ッ
ト
等
）
の
表
示

そ
れ
自
体
が
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
表
現
行
為
と
捉
え
得
る
か
否
か
を
問
題
と
す
る
裁
判
例
が
多
い
こ
と
、
そ
し
て
、
検
索
結
果
の
消
去

義
務
を
認
め
た
例
は
、
ご
く
最
近
の
も
の
も
含
め
て
、
こ
う
し
た
構
成
を
と
る
も
の
が
大
変
多
い
こ
と
で
あ
る
（︻
１
︲
１
︼、︻
１
︲
２
︼、

︻
１
︲
３
︼、︻
５
︲
１
︼、︻
９
︲
２
︼、
肯
定
例
と
し
て
︻
６
︼、︻
７
︲
２
︼、︻
８
︼、︻
９
︲
１
︼）。
こ
の
構
成
に
よ
れ
ば
、
検
索
エ
ン
ジ
ン

事
業
者
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
侵
害
情
報
発
信
者
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限

法
３
条
１
項
た
だ
し
書
に
該
当
し
、
被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
免
責
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
検
索
エ

ン
ジ
ン
事
業
者
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
よ
り
も
厳
格
な
責
任
規
範
に
服
す
る
と
い
う
帰
結
は
、
議
論
の
経
緯
（
本
来
は
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
上
の
情
報
内
容
に
つ
い
て
管
理
す
る
地
位
に
な
い
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
責
任
を
新
た
に
見
出
す
こ
と
を
試
み
て
き
た
文
脈
）
か
ら
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）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

一
〇
一
〇

民
事
救
済
と
し
て
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

三
一
五
八

す
る
と
、
す
わ
り
の
悪
い
帰
結
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
、
他
の
構
成
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
表
現
行
為
に
よ
る
人
格
権
侵
害
で
は
な
く
、
サ
ジ
ェ
ス
ト
表

示
な
い
し
検
索
結
果
を
表
示
す
る
こ
と
を
介
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
侵
害
情
報
を
含
む
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
す

る
と
い
う
行
為
を
と
ら
え
て
、
こ
れ
に
よ
る
人
格
権
侵
害
を
問
題
と
す
る
構
成
で
あ
り
、
こ
れ
に
即
し
て
判
断
す
る
例
も
あ
る
（︻
１
︲
２
︼、

︻
１
︲
３
︼、︻
４
︼）。G

oogle

ス
ペ
イ
ン
判
決
に
似
た
構
成
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
﹁
行
為
﹂
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
﹁
人
格
権
﹂
の
内

実
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
突
っ
込
ん
だ
検
討
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
時
の
経
過
と
関
係
が
あ
る
利
益
な
の
か
、﹁
更
生
を
妨
げ

ら
れ
な
い
利
益
﹂
を
援
用
し
て
消
去
を
認
め
る
も
の
も
あ
る
が
問
題
は
逮
捕
歴
等
に
限
ら
れ
る
の
か
、G

oogle

判
決
が
採
用
し
た
﹁
情
報

の
拡
散
﹂
の
違
法
性
（
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
責
任
の
対
象
を
情
報
内
容
そ
れ
じ
た
い
か
ら
は
切
り
離
す
構
成
）
と
同
じ
な
の
か
違
う
の
か
な
ど
、

す
く
な
く
と
も
日
本
で
は
、
欧
米
と
比
べ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観
念
に
つ
い
て
の
議
論
が
豊
か
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
し）
₉₁
（

、
今
後
さ
ら
に
議

論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
上
記
二
点
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
仮
に
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
個
々
の
表
示
情
報
の
内
容
に
つ
き
原
則
と
し
て
発
信
者
と
し
て
の

責
任
を
負
い
、
あ
る
い
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
が
特
定
の
侵
害
情
報
を
含
む
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
被
害
者
の
不
利
益
に
つ
き
原
則
と
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
だ
と
し
た
場
合
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
の
探
索
に
と
っ

て
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
網
羅
的
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
情
報
に
基
づ
き
提
供
す
る
検
索
結
果
が
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、

個
々
の
情
報
内
容
に
関
知
せ
ず
利
用
者
が
求
め
る
情
報
の
所
在
を
的
確
に
提
供
す
る
と
い
う
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
期
待
さ
れ
た
役
割
や
信
頼
性

は
そ
れ
だ
け
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
規
範
の
立
て
方
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
利
用
者
の
情
報
を
獲
得
す
る
権
利
を
制
約
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
法
の
枠
組
み
の
下
で
は
、﹁
本
件
違
法
な
﹂
情
報
に
よ
る
侵
害
を
除
去
す
る
こ
と
の
是
非

判
断
が
先
行
し
、﹁
本
件
の
よ
う
に
違
法
な
﹂
情
報
を
閲
覧
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
利
用
者
の
知
る
権
利
を
不
必
要
に
制
限
す
る
も
の
か
否
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

一
〇
一
一

三
一
五
九

か
と
い
う
論
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
さ
え
あ
る
（
例
え
ば
、︻
１
︲
２
︼
や
︻
６
︼
の
視
点
）。
し
か
し
、G

oogle

ス
ペ
イ
ン
判
決
と
法
務
官

意
見
の
対
話
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
被
害
者
の
利
益
の
内
実
の
解
明
と
と
も
に
も
う
一
つ
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
社
会
的
な
役
割
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
る
の
か
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
知
る
権
利
の
一
部
と
も
い
う
べ
き
不
可
欠
の
装
置
な
の
か
、
個
々
の
情
報
に
つ
い
て
そ
れ
ら
を

拡
散
す
る
情
報
発
信
者
側
の
ア
ク
タ
ー
な
の
か
で
あ
り
、
こ
の
点
の
判
断
を
回
避
す
る
方
向
と
し
て
、G

oogle

ス
ペ
イ
ン
判
決
が
と
っ
た

特
定
の
情
報
の
﹁
拡
散
﹂
の
当
否
の
み
を
問
題
に
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
）
に
関
す
る
態
度
決
定
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

り
、
こ
の
点
を
可
視
化
し
た
議
論
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
で
に
紙
幅
が
尽
き
て
い
る
の
で
詳
細
は
後
日
の
検
討
に
譲
る
が
、

認
識
と
対
応notice and take dow

n

に
基
づ
く
例
外
的
差
止
め
の
基
準
を
示
す
判
断
（︻
２
︼、︻
３
︼、︻
４
︼、︻
５
︲
２
︼）、
検
索
結
果

と
し
て
表
示
さ
れ
る
情
報
を
特
定
の
意
味
内
容
を
持
つ
も
の
と
し
て
表
示
す
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
﹁
意
思
﹂
の
存
否
を
問
題
に
し
て

表
現
行
為
性
を
判
断
す
る
例
（︻
１
︲
３
︼、︻
３
︼、︻
７
︲
１
︼）
や
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
主
体
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
主

体
的
表
現
行
為
と
み
る
例
（︻
７
︲
２
︼）
な
ど
、
解
釈
論
的
に
は
様
々
な
論
点
に
散
ら
ば
っ
て
は
い
る
が
、
い
ず
れ
の
背
後
に
も
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
社
会
と
そ
こ
で
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
位
置
付
け
（
一
般
的
に
、
利
用
者
一
般
に
と
っ
て
の
正
当
な
情
報
獲
得
手
段
と
し
て
最
大
限

保
護
す
べ
き
か
、
知
る
権
利
の
制
約
を
伴
っ
て
も
個
々
の
情
報
流
通
に
つ
い
て
の
管
理
を
課
す
べ
き
か
）
と
い
う
根
本
的
な
態
度
決
定
が
控

え
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

以
上
本
稿
で
は
、
日
本
で
こ
れ
か
ら
始
ま
る＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

を
め
ぐ
る
議
論
の
た
め
に
、
出
発
点
と
し
て
、
最
も
影
響
を
受
け
て

い
る
と
思
わ
れ
るG

oogle

ス
ペ
イ
ン
判
決
を
中
心
に
し
た
経
緯
を
辿
り
、
日
本
で
の
現
状
に
対
す
る
雑
感
を
記
し
た
。
情
報
技
術
の
発
達

は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
現
在
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
国
際
的
移
転
を
含
め
、
国
際
的
実
体
ル
ー
ル
の
主
導
権
を
争
う
状
況
に
入
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
Ｅ
Ｕ
が
い
ち
早
く
デ
ー
タ
保
護
ル
ー
ル
の
包
括
的
改
定
案
を
世
界
に
示
し
、
そ
の
流
れ
の
中
で
出
さ
れ
た

G
oogle

判
決
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
と
り
わ
け
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
民
法
上
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

も
、
そ
う
し
た
現
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）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

一
〇
一
二

民
事
救
済
と
し
て
の＜

忘
れ
ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

三
一
六
〇

実
の
流
れ
の
中
に
あ
る
こ
と
を
意
識
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
本
稿
は
、
こ
の
点
を
記
憶
に
と
ど
め
る
た
め
の
覚
書
き
で
あ
る
。

（
89
）　

改
正
前
二
五
条
一
項
に
基
づ
く
情
報
開
示
請
求
の
事
案
で
、
同
法
は
私
法
上
の
請
求
権
を
定
め
て
い
な
い
と
し
て
棄
却
し
た
例
と
し
て
、
東
京
地
判
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）

年
六
月
二
七
日
判
時
一
九
七
八
号
二
七
頁
。

（
90
）　

請
求
に
対
す
る
結
論
お
よ
び
裁
判
年
月
日
の
み
列
挙
す
る
。︻
１
︼
の
み
サ
ジ
ェ
ス
ト
表
示
の
事
案
で
、
他
は
検
索
結
果
リ
ス
ト
の
消
去
が
求
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
︻
１
︲
１
︼（
肯
定
）
東
京
地
決
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
三
月
一
九
日
（
未
公
表
）

　
︻
１
︲
２
︼（
肯
定
）
東
京
地
判
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
四
月
一
五
日
（
未
公
表
）

　
︻
１
︲
３
︼（
否
定
）
東
京
高
判
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
一
月
一
五
日
（
未
公
表
）

　
︻
２
︼　　
　
（
否
定
：
検
索
結
果
）
東
京
地
判
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
五
月
三
〇
日
（
未
公
表
）

　
︻
３
︼　　
　
（
原
則
否
定
）
東
京
地
判
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
二
月
一
八
日
（W

estlaw

ジ
ャ
パ
ン
文
献
番
号2010W

L
JP

C
A02188010

）

　
︻
４
︼　　
　
（
原
則
否
定
：
検
索
結
果
）
東
京
地
判
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
一
二
月
二
一
日
（
未
公
表
）

　
︻
５
︲
１
︼（
否
定
）
東
京
地
判
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
五
月
二
〇
日
（
未
公
表
）

　
︻
５
︲
２
︼（
否
定
）
東
京
高
判
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
一
〇
月
三
〇
日
（
未
公
表
）

　
︻
６
︼　　
　
（
肯
定
）
東
京
地
決
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
一
〇
月
九
日
（
未
公
表
）

　
︻
７
︲
１
︼（
否
定
）
京
都
地
判
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
八
月
七
日
判
時
二
二
六
四
号
七
九
頁

　
︻
７
︲
２
︼（
肯
定
）
大
阪
高
判
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
二
月
一
八
日
（
未
公
表
）

　
︻
８
︼　　
　
（
肯
定
）
東
京
地
決
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
一
二
月
一
日
（
未
公
表
）

　
︻
９
︲
１
︼（
肯
定
）
さ
い
た
ま
地
決
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
一
二
月
二
二
日
判
時
二
二
八
二
号
七
八
頁

　
︻
９
︲
２
︼（
肯
定
）
東
京
高
決
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
七
月
一
二
日
（
未
公
表
）

（
91
）　

日
本
の
民
事
法
の
文
脈
に
お
け
る
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
﹂
概
念
は
、
今
な
お
、
私
事
を
み
だ
り
に
公
表
さ
れ
な
い
利
益
（
あ
る
い
は
、﹁
私
﹂
の
領
域
に
干
渉
さ
れ
た
り
覗
き

見
さ
れ
な
い
利
益
、
放
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
、
平
穏
生
活
権
な
ど
）
と
捉
え
る
の
を
基
本
と
し
て
、
さ
ら
な
る
展
開
可
能
性
（
と
り
わ
け
、
総
合
考
慮
の
是
非
と
、
名
誉

保
護
と
の
関
係
）
の
議
論
の
途
上
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
（
潮
見
佳
男
﹃
不
法
行
為
法
Ⅰ
︹
第
二
版
︺﹄
一
九
四
頁
以
下
（
信
山
社
、二
〇
〇
九
年
）
な
ど
参
照
）、こ
れ
に
対
し
、
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忘
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ら
れ
る
権
利＞

に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
八
巻
七
号�

一
〇
一
三

三
一
六
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
﹁
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
﹂
の
用
語
な
い
し
観
念
は
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
の
領
域
理
論Sphäretheorie

の
展
開
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
よ
り
広
く
、
社
会
的
存
在

と
し
て
の
個
人
が
不
当
な
干
渉
を
受
け
な
い
権
利
（﹁
個
﹂
の
尊
重
）
と
し
て
、
し
か
も
公
私
法
の
両
面
で
、
一
貫
し
て
捉
え
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
五
十
嵐
清
﹃
人
格
権

法
概
説
﹄
一
九
四
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）
も
参
照
。

　
（
脱
稿
後
に
、
村
田
健
介
﹁﹃
忘
れ
ら
れ
る
権
利
﹄
の
位
置
付
け
に
関
す
る
一
考
察
﹂
岡
法
六
五
巻
三
・
四
号
八
三
〇
頁
（
二
〇
一
六
年
）、
宇
賀
克
哉
﹁﹃
忘
れ
ら
れ
る
権
利
﹄
に
つ

い
て
︱
検
索
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
削
除
義
務
に
焦
点
を
当
て
て
﹂
論
及
ジ
ュ
リ
一
八
号
二
四
頁
（
二
〇
一
六
年
）
に
接
し
た
。
前
者
は
、﹁
我
が
国
で
﹃
忘
れ
ら
れ
る
権
利
﹄
と
結
び
つ

け
て
議
論
さ
れ
て
い
る
事
件
の
多
く
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
名
誉
毀
損
又
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
の
成
否
の
問
題
に
帰
着
し
て
い
る
﹂
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
仮
に
検
索
エ
ン
ジ
ン
は

侵
害
主
体
で
な
い
と
考
え
る
な
ら
﹁
当
初
は
法
律
上
の
根
拠
に
基
づ
い
て
適
法
に
公
表
さ
れ
、
今
日
に
お
い
て
も
私
事
性
を
回
復
し
て
い
な
い
が
、
当
該
根
拠
が
時
の
経
過
に
よ
っ
て

失
わ
れ
て
い
る
場
合
﹂
の
消
去
請
求
の
可
否
と
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
は
﹁﹃
私
﹄
の
情
報
を
﹃
私
﹄
の
都
合
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
得
る
可
能
性
を
当
然
の
こ
と
と
認
め
る
か
否
か
を
再

考
さ
せ
る
一
つ
の
契
機
﹂
に
な
る
と
す
る
。
ま
た
後
者
は
、
本
稿
Ⅳ
の
第
二
で
挙
げ
た
場
面
で
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
﹁
情
報
の
媒
介
者
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
﹂
で
あ
る
と
し
つ
つ
、

そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
﹁
リ
ン
ク
先
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
情
報
が
名
誉
毀
損
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
当
た
る
場
合
、
人
格
権
侵
害
を
理
由
と
し
て
、
リ
ン
ク
の
削
除
を
請
求
す
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
﹂
と
す
る
。
い
ず
れ
も
被
害
者
の
実
効
的
救
済
を
考
え
れ
ば
検
討
不
可
避
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
民
法
理
論
に
課
題
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。）




